


心 の 糧

七 十 人 最 高 評 議 員 会 会 員

ミル ト ン ・Ｒ ・ハ ン タ ー

モルモ ン経 が世 に現 わ されて以来， この本 が真実で ある ことを実証す る 考 古 学

的，科学的 証拠 が驚異的 な割 合で発見 され て来 た。 しか し，科学的証拠 の研究 はそ

れ 自体 では証 を もた らす ものではない。 ミル トン ・Ｒ ・ハンター長老 は次 のように

言 ってい る。

「どう してそんなに多 くの人 び とが
， モルモン経 を認 めよ うとしなか った のか不

思議 に思 うか も しれない。 それは恐 ら くモルモン経 の起源 と，長 い間地中 に秘 め ら

れていて後に世に出，翻訳 された ことについて， いわゆる奇蹟 のよ うで信 じが たい

事柄が あまりにも多いか らであろ う。

使徒パ ウロは，霊的な事柄は聖霊 の働 きを通 してのみ人 間に理解 され受 け入れ ら

れ ると説 明 してい る。

パウロは次 のように明言 してい る。 『神の思い も，神 の御霊 以外 には知 る ものは

ない。生れなが らの人 は，神の御霊 の賜物を受け入れない。 それは彼 には愚 かな も

のだか らで ある。 また，御霊 によって判断 され るべ きであ るか ら，彼はそれを理解

す る ことがで きない。』（１コ リン ト２ １１１，１４）

このよ うに して聖霊 の賜 によ らな い人 は， モル モン経 と，主 が準備 と出現 とに際

してな した もうた偉大 に してかつ驚嘆すべ きみわ ざのすべてを，夢物語 ，虚構，不

実 と見 な して いる。 これに反 して，聖霊が人 の心 と霊 にモル モン経 の神性について

証 す る時，霊 的な精神 を持 つ人 には この本 の神聖 なる真実性が わか るので あ り， こ

れがその人の全存在 に極 めて：重要 とな る。そ して，常 に証せず にはい られ な くなる

のであ る。

私 はモル モン経 がま ぎれ もな く真 実であ ることを， ま ことに証 し申 しあげ る。」
，
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１９ ７ １年 １ ０月 ２日 神 権 大 会

神 権 の 祝 福

第１０代大管 長 ジ ョセ ブ ・フ ィー ル ァ ィ ン ク ・ス 丸ス

弱 灘 戴 さ
ぐヒ
…
恕 ｌｌ ７

轟

幽薩翻

，融

轟潔

愛する神権者諸君， この神権者大会

に出席 し，人類を益するための神権の

行使について一言述べることをうれし

く思う。

この神権は主の福音を執行するもの

で ある。それは神御 自身 よりの権能の

委任 として我々に与えられてきたもの

で あり，それ故に我々は何事であれ，

我々自身と仲問を救い，天の王国に昇

栄 させるに必要なことができるのであ

る。

主は初期の啓示の中で予言者ジョセ

ブ ・ス ミスに対 して次のように言 って

おられる。

「もし汝善を行わんと欲 し誠に終 り

まで変ることな く忠信ならば，神の王

豆．こまわるべし。こは，神の賜のうち

亜
． 』、謡儲麟

最 大な るものな り。 およそ，救 いの賜

に勝 る賜はあ らざればな り。」（教義 と

聖 約 ６ ＝！３）

ま ことに我々が受 け ることのでき る

最 大の賜であ る救 いは，福音 の律法 に

従順な るによ って もた らされ るのであ

り，福 音は神権 の権能 によ って執行 さ

れ る。故 に神権 は我 々 自身 と天父 の他

の子 らを祝福す るべ く与 え られ るので

あ る。

福音 がのべ られ るのは神権 の力 と権

能 とによ る。人 間の生産 で，福音 を受

け るにま さる偉大 な祝福 があるだろ う

か．

人が罪の赦 しのためのバプテスマを

受 け るの も，みたまの聖 なる力の賜 を

得 るの も神権 の力によ るのであ る。

我々は聖約によりメルケゼデク神権

を授けられている。我々には主の召 し

を賛美 し， 「神の口か ら出る言によっ

て」（マタイ ４：４参照）生 きることを

誓うものである。主は約束 したもう，

我々がこれ らのことをなせば天の王国

の最高の位に昇栄で．きることを。

現世と永遠の結婚は 「神権の命ずる

ところ」であり，夫婦が誓約に忠信な

らば天の王国に王冠が約束 されている

のである。

この聖なる神権を保有する兄弟たち

は，信仰ある家庭で病める者に祝福を

与える権能を持 っている。故に信仰あ

る聖徒は病を癒 され， 「死の命を受け

ざる者」は強 くされるのである。

それは教会事業の範囲のすべての地

３８５



に及ぶ。主の祝福は主の委任を受け，

真に主の僕であり，心から主に仕え戒

めを守る聖なる神権保持者の職務を通

」て，聖徒たちの頭上 と全世界にもた

るされる。

今私はすべての兄弟たちに，常に教

会の命に心を傾け，まず自分自身のた

めに，さらに他の人４を祝福す るべ く

与えられたこの権能を行使することを

願うものである。

皆は召 しにこたえて国の内外を問わ

ず福音をのべなければならない。夫は

妻や子供たちを祝福 しなければならな

い。

我 々は皆， 神権 の祝福 が授 け られ た

主 の宮居に入 るにふ さわ しいよ うに備

えなければな らない。

３８６

愛する兄弟たちよ，神権を保有 して

いることを決 して軽々しく考えてはな

らない。我々は主の力と権能 とを分ち

合っているのであり，それは今 日にお

いて天が開けたと共に与えられたもの

であり，かつて人間が初めて地上にお

かれた時と同様にすべての祝福が再び

もたらされ得るのである。

私は我々が務めをよく学び，神権を

高 く保持 し，使命を拡げ，我々自身の

ために，および我々が世界のすみずみ

までももたらす救いの福音を心に留め

るすべての人々のために，神権を行使

し得るように祈 るものである。

私は，神権を授けられている人，按

手聖任 されている人，職に召された人，

忠実であったすべての人々に祝福を与

えたい．

我 々は この神権を我 々 自身 のためだ

けではな く，地の上 にあまね く散 らば

り，悔改 めて福音を進んで受け入れ る

人 々を益す るた めに授け られてい る と

い う大 いなる責任を負 うてい る。

我 々は この救 いの福音 を全 世界 に ち

た らすであろ う，それが我 々の責任 な

ので ある。

良 き兄弟た ちよ，私は感謝 の念 と共

：こ，心か ら喜んで諸君 と相たず さえて

悔 い改 めん として いるすべて の人 に く

まな く救 いを もた らす業 に全力を捧げ

ん とす るものである。

主 イエス ・キ リス トのみ名１こよ りて

祈 りたて まつ る。アー メン。



こ こ か ら 彼 方 へ 行 け る

十二使徒評議員会会員

マ ー ビ ン ・Ｊ・ア シ ュ ト ン

今 日この神権者大会に出席 し，おび

ただしい聴衆を眺めていると，私の心

の中にある土人の青年のことを話 した

いという気持ちが湧き上ってくる。大

都会の中で彼は惑い混乱 していた。彼

は生 きる道を失ってしまっていたので

ある。絶望のあまり彼は路上で人をと

めて尋ねた。「一体 どうしたら私はここ

からか くか くの目的地へ行 き着けるだ

ろうか。」魔天楼，混雑 した交通機関，

混乱 した街路，うねうねと流れる川，

高速道路，橋， トンネルなどのことを

思い巡 らせ考えた後その人は答えた。

「あなたはここか ら彼方へ行 くことは

できないよ」と。

私１ま特に入生の現在地点にいる若者

たちを眺めていると， しば しばこの忠

告のことを思い出す。ある者は道に忠

い，惑い，混乱 し，おびえ，病み，危険

にさらされ，勇気を失 っている。こう

いった困難に直面 し， 「どうしたらか

つていた所に帰り着けるだ ろ うか」

「いったいどうすれば行きたいと思 う

所へ行けるのだろうか」と尋ね， 「君

達は今いる所か ら彼方へは行き着 くこ

とはできないのだ」との答え しか得 ら

れないとは何という悲劇であろうか。

悪魔の手下共は戻る道はないと教え

る。楽 しくやろうよ，皆そうやってい

るじゃないか，伸間になって い よ う

よ，道をふみ外 している方がもっと楽

しい。

悪魔は主の道に立ちはだかり，罪へ

導 こうとする敵である６

「それで善いものはみな神か ら出る

し，悪いものは悪魔か ら出 る。悪魔は

神の敵であってたえず神に背き，人を

誘惑 してこれに罪を犯 させいつ も悪い

事をさせようとす る」 （モロナイ７：

１２）

道に迷 ったこの青年が大都会で得た

経験に比べ，彼かまたは他の人が 「そ

うです，あなたもここから彼方へ行け

るのです。私に従 って来なさい」 と言

うだれかを見つけ出せるとは何 と幸福

なことであろう。

私はへり下 って，しかし持てる力の

すべてをこめて，我々の 「迷 った」若

者たち，世界中の若い男女に，あなた

方は今いる所から立ち戻ることができ

るのだと宣言する。

神権の一翼として教会の偉大な社会

奉仕事業プログラムは，若い人たちに

社会的，心情的な問題について助けの

手を差 しのべる。スミス大管長が我 々

に今夜確言されたように，神権の名誉

にかけて，我 々は彼 らが喜びと安らぎ

に戻る道を見付けるのを助けることが

できるのである。

若者たちよ，あざむかれてはいけな

い。神はあなたがたを愛 したまい，心

にかけたもう。神は安 らぎと友情と目

的のある主の道に戻るのを望んでおら

れる。我々は導 く者として，たとえど

こにいようとも神が愛 したもう若者た

ちと有効に通 じ合っている必 要 が あ

る。我々はこの道に向って我々の時間

と才能とを捧げる必要がある。

「しか し善を行なうことと，通 じ合

っていることとを忘れてはいけない。

神 は このよ うないけにえを喜 ばれるか
’ら
であ る」 （欽定訳 ヘブル１３：１６）

私はこれから後確固とした幸せなそ

して豊かな人生の道を我々の周翻の人 ’

々に分ち合えるよう神に祈 りたてまつ

る。

私はあなた方にこの地から彼方へ行

き着けると証する友人たちの例を２，

３手短かにお話 したい。

私の友人の １人 ロジ ャー ・ロックは

今ユタ州立刑務所に収容されている。

（私はほんの ２， ３日前に彼に逢い，

彼とウォー ドン ・Ｊ・ターナー氏の名

前と考えを出す許可を得ている）

若いアロン神権者諸君，私がその刑

務所を訪れた時のことを覚えておいて

下されば幸いである。私はある点で入

獄者と同 じ苦労をもっている。すなわ

ち，そこへ入るのは易 しいが，出ること

は困難なのである。その困難は私に話、

したいという囚人に呼び止め られて生

じた。私が最後に訪れた時 １人の青年

が私を呼び止め，私たちは１５分程話 し

合った。一 時間は惜 しもうとは しな

かったが一 私が去ろうとした時，彼

は言った「私に話 して下 さって有難 う」

と，私はこのことを忘れることができ

ない。その夜家へ帰る途中私はその１５

分間を思い起こした。私は２４か２５の言

葉を話 したろうか。 しか し私はその会

話が もっともっと私たちが持たなけれ

ばならない種類の話 し合いであったと

信 じている。 しか しそれは他の問題で

ある。さあ，ロジャーのこ と に戻 ろ

３８７



う。彼は言った。

「私は今 ここにいることについて家

の だ れ も責めようとは思いません。

しかし，私が家族的なつながりを少し

も持 っていなかったのは事実です。 こ

の社会奉仕プログラムを通じて与えら ’

れた両親がなかった ら，私は何度もあ

きらめて しまっていたことで しょう。

これ らの人々はまるで私が本当の息子

であるかのように愛 して くれました。

こんな ことは私が小さかった子供の時

にす らなかった ことです。今彼 らの助

けともちろんあの力で私は立ち直るこ

とができると信 じています。私は刑務

所に入ったことを誇 りに思ってはいま

せんが，そこにいた時の最近の経験を

誇 らしく思います。我々は他の人を責

めがちです。我々は両親が自分たちを

愛 して くれなかったからといって責め

ようとは思いません。彼 らが我々を愛

してはいたが，多分彼 らは我々を育て

上げる時にふさわしい導 きと指図とを

受けていなかったのだと知っているか

らです。」

おそ らく我々の多 くは，ロジャーが

自分は決 して立 ち直 ることができない

と信じていたのももっともだと思 うか

もしれない。彼はあまりにも遠いまわ

り道を した。 しか しそれを信 じてはい

なかった。そればかりでな く，彼は今

彼を助けている人々１ど感謝 し，彼の人

生を動き出させている指示を心からあ

りがた く思っている。

刑務所にいる教会員は小数であり，

仲間か らしば しばかんば しくない言語

で区別される。 しか しこのすばらしい

青年一 彼の勇気に祝福あれ一 は，
「神の分隊

」の一員 としてユタ州刑務

所にいることを恥 じてはいない。彼は

ついに今いるところから立ち直 る決心

を したようだ。

２， ３週前私は伝道に出ている １人

の長老を訪れた。彼に逢 って話 してい

る間に私は尋ねた。 「あなたのお父さ

んは教会員ですか」

３８８

「いいえ」彼は答えた。

「お母さんは教会員ですか」

「ほんの少 し」と彼はほほ笑みなが

ら答えた。

「あなたのお父さんはあなたが宣教

師 として召 され るのを望みましたか」

「いいえ」

「あなたのお母さんはどうですか」

「母は私が伝道に出よう と出 ま い

と，少 しも気にかけませんでした」

「ではだれがあなたが伝道に出るこ

とを決意するのに最 も影響を与えたの

ですか」

彼はためらわずに答えた。

「私です。私は長い間伝道に出たい

と願 っていましたし，きっと成功する

と思っていました。」

私はこの青年の眼を見つ めて 言 っ

た。

「私が聞きそしてあなたの意気から

感ずるところによれば，あなたは必ず

成功するで しょう。」１ヵ月前には 「親

父もかまっては くれない し，お袋 も気

にかけては くれない。どうしてこのお

れがかまわなけりゃな らないのか」と

言ったかも知れないこの青年こそは，

予任されていた人間なのである。この

すばらしい宣教師は，勇気を持って進

むことの大切さと，幸福へ導 く道をた

えず歩む勇気とを持っている。彼 はか

つて一度は道に迷ったが，今は完全に

行 くべき道と方法とを知っていると認

めた。

何ヵ月か前，少年鑑別所を訪れた時

私は宗教奉仕の直前にお互いに面会 し

合っている３人の少女たちに目を止め

た。彼 らは１０才か ら１２才 ぐらいに見え

た。私は後になって彼 らがある問題の

解決を見届けるために２， ３日間収容

されていたことを知った。私が他の連

中とまじって待 っている間，彼女たち

は真剣に会話に熱中していた。 「一体

何を話 しているのだろう。」 私 は不思

議に思い，好奇心にまかせて，彼女た

ちの会話をほんの少しでも聞けたらと



近寄 った。私は彼女たちの １人が友達

に出 した次の質問に心を動かされた。

「だれかが今 日来て，私を家に連れて

行きたいと言わないか しら。私を必要

としている人 と一緒に住めたらすてき

で しょうね」

１０才のだれからも必要 とされていな

い １人の少女がいたのだ。彼女の両親

は，彼女が収容される時， もうこれで

彼女を育てることから解放 されたと喜

んでいるような印象をここの責任者た

ちに与えていた。彼女が後になって，

教会の認可を受けた社会奉仕員によっ

て新 らしい家に迎えられ，養われ，愛

され，両親を得，導 きを与えられるこ

とを知ったら何 と喜ぶことで あ ろ う

か。彼女を愛す．る養父母は，今温かい

家族一体の結合の中で，彼女が 自身の

道を見出すのを助けている。

大勢の麻薬常用者が今 日失われた道

を取 り戻そうと必死の試み を して い

る。その道は困難であり，試練は恐ろ

しい。私は多数がそれをやり遂げよう

と努力していることを喜んでお知 らせ

したい。 この問題に関心を持ち理解を’

示 しておられる友人諸君，奉仕会員，

神権者の方々に感謝の意を表するもの

である。非常にしばしば，私たちの冷

淡 さや気ぜわしさや忍耐の欠除が 「君

たちは救いがない。 ここか ら立ち戻る

ことはできない。道か らあまりにも遠

くはなれすぎている」と言 わせ て い

る。

麻薬に幾月もの間溺れひたってしま

，噛

羅織

ったある若い女性を訪れた時， ３時間

以上 も熱心に話 し合った後彼女が見せ

た立 ち直 りのきざしはわずかに 「私を

追い出さな くてありが とう」という言

葉だけであった。 ２回訪問 した後彼女

は尋ねた。 「私は良い教員になれると

思いますか」 「なれますとも」 「あり

がとう，やってみます。私は教員の資

格を得 るのにあと３つセ ミナーを受け

ればいいのです。」この少女は立ち直 り

つつある。だれかが ここか ら彼方へ行

くことが彼女にはできると信 じ，確信

を持たせたのである。彼女が今辿って

いる道は，彼女を家庭へ戻 らせるであ

ろう。

今 日，老若を問わず我々神権保持者

として， これらたまたま道に迷った人

々を力強 く探 し出し導 くというチャレ

ンジをさせてもらいたい。

彼 らを我々の模範と愛と信念で導 こ

う。彼 らは我々の助けを求め指図を待

ち望んでいる。彼 らは我々の愛を必要

としている。神権者諸君，神権を敬い，

へ り下って道に迷った人たちを助ける

べ く自身をしっか りと築 こうではない

か。マタイ２３：３７に見出される力強い

事実を思い起 こしてほしい…… 「ちょ

うど，めんどりが翼の下にそのひなを

集めるように，わた しはおまえの子 ら

を幾たび集めようとしたこ と で あ ろ

う。それだのに，おまえたちは応 じよ

うとしなかった」……

あなたがたの許 しを得て，私はこの

聖句をもう一度繰 り返 し，二語の警句

を付け加えたい。…… 「ち ょうどめん

どりが翼の下 にひなを集めるようにわ

たしはおまえの子 らを集めようとした

ことであろう。 しか しおまえたちは私

を助けようとしなかった」

我々のうち幾人が実際に主がその群

を集めたまわんとするのを助けている

であろ うか。我々各人が神権 の責任 に

ついてどのように真剣 に考 えてい るで

あろ うか。我 々のうち幾入が，高等評

議員 と して，専門 の奉仕者 と して，生

れつきの手腕 を持 った助 け手 と して我

々を必要 と している仲間を助 けてい る

であろ うか。我 々の主が， 「も しお ま

えたちが私 を愛す るな ら，私 の小羊を

養 いなさい」 （ヨハ ネ ２１：１６参照） と

いわれた時，主 は囲 いの中で安全 にい

る小羊 たちの ことを言 われ たので はな

い。私 は今夜 明 らかに我々全て に告げ

る。主 は，迷 った小羊 たちを見付 け出

し，彼 らを連 れ戻す のに我々 の手助 け

を必要 として お られ る。

畑 は早 や白 くして刈 り入れを待 って

いる。迷 った者 たちは戻 るすべを知 り

たいと望 んで いる。彼 らは今い る所か

ら彼方へ行 くことがで きることを示 し

てほ しいと望 んで いる。 あき らめては

いけない。疲れて はい けない。へ こた

れて はいけない。 「わた した ちは善を

行 うことに， うみ疲れては な らない。

たゆまないで いると，時が来ればか り

取 るようになる」（ガラテヤ ６ ：９）

主 は 「わた しについて きな さい」 と

招 きの中 に模範を備 えた もうた。我 々

の救 い主 キ リス トが 「わた しを見 るも

のは父を見 るので ある」 と言 われたの

は 「わた しに聞 く、ものは父に聞 くので

ある」 といわれたの よりもむ しろすば

らしいと私 は思 う。主 の模範 は証 であ

り，生涯 が説教 で あり，道 であ った。

私 は今 神が生 きていま し， これが神

のみ業で あり，イエス ・キ リス トが我

らの救い主で あり，購 い主 であ ること

を証す る。私 はまた主 のみ心 を行 ない

戒 めを守 ることに より， ヨハ ネの第 ３

の手紙に ある偉大 な喜 び， すなわち，

「わた しの子供 たちが真理 の うちを歩

いてい ることを聞 く以上 に，大 きい喜

びは ない」（皿 ヨハネ４）を分つ ことが

で きると証 し， これ らすべ てを イエス

・キ リス トのみ名 によって お話 し申 し

あげ る。 アー メン。

３８９
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神は創世以来，群れの中に安 らかに

いるもの，迷い出たもの，いまだ群れ

には加わったことのないものであるか

を問わず，御自身の子供たちに大いな

る関心を寄せてこられた。

今宵，私たちは，主 として群れの中

にいるもの，もしくは群れの中にいる

はずであるのに私たちが望むほどには

群れの中に十分入っていない人々のこ

とについて話 している。一度群れに加

わりながらも後に遠 く離れて しまった

人々について予言者 アルマが記 してい

る箇所を読み返 したい。それは予言者

アルマが，モーサヤ王の ３人の息子，

自分の ２人の息子および２人の改宗者

と共に大きな誤 ちに陥ってしまった述

べられているゾーラム人のところへ教

えに出かけた時のことである。そこに

は次のように記 されている。 「しか し

なが らゾーラム人は神の誠命 と法令 と

を守ることをせず，また，誘惑に負け

鉦
♂ｂ、、 条 件 の 愛

十二使徒評議員会補助

マ リオ ン ・Ｄ ・ハ ン ク ス
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ないよ うにたえず毎 日神 に祈 り願 え と

い う教会 の規則 に従わず，ま ことに多

くの場合主 の道 を曲げた ので，すでに

大 きな過 ちに陥 っていた。それで アル

マとその兄弟 たちはゾーラム人 に神の

道 を伝 えよ うと して一 しょに出かけた

のである。」（アルマ書３１：９－１１）

このよ うな事態が起 きた時， アル マ

は，今宵私 た ちが，青少年 に仕 える偉大

な僕たちの語 る言葉 を耳 にす るにつれ

て心 の中に生 じて きた次 のような祈 り

に似 た言 葉 を主 に捧 げたので あった。

「主 よ
，私 たちが再 び この民 を感化 し

て， キ リス トによってかれ らを神 の道

に入 らせ る働 きを成功 させたまえ。主

よ， この人 々の身 も霊 も貫 く，民 の中

には私 たちの同胞 が多 く居 る故 に，〔ア

ル マは，同胞が多 くい ると言 った時，

現 在の私 たちの兄弟の妻子， また未来

の兄弟の妻 子の ことを考 えていたので

はないだ ろうか。〕 この同胞 を再 び神

の道 に入 らせ ることがで きるよ う能 力

と知恵 とを私た ちに与えたまえ。」 （ア

ル マ書３１：３４－３５）

ジ ョー ・ク リスチャンセ ン兄弟が最

近私 に教会 の歴史か らある文の抜粋 に

注 目す るよう勧めて くれたが，その一

部 を皆 さんと共 に見てみたい と思 う。

「教会歴史記録」 （５巻３２０－３２１ペ ー

ジ） に 「タイムズ ・アン ド・シーズ ン

ズ」 か ら引用 され た 「若い青年男女 の



扶助協会の起源に関する寸描」 と題す

る一文が載っている。そしてこれは，

注釈者が書いているように扶助協会よ

りも青少年に関するものであることに

気づかれることだろう。しかし，それ

はともか く，これがその見出しなので

ある。

「１８４３年 １月下旬，数多 くの若者た

ちが ヒーバー ・Ｃ ・キンボール長老宅

に集 った。 （こう予言者ジ ョセブ・ス

ミスは記 している）長老は， この若者

たちに彼 らがさらされている数々の誘

惑について警告 し，特に若者たちとも

う一度ビリングズ長老の家で会おうと

約束 した。さらに，その翌週 もう１つ

の集会がファー兄弟の教室で開かれ，

その部屋は若者たちであふれんばか り

に満たされた。キンボール長老は，数

々の説教をし，若者たちに聖典を学び

自分の内にもっている希望に対 して理 孝

由づけができるように努め，現在の教

師や指導者が舞台を退いた時いつで も

代わって舞台に立てるように準備す る

よう，また良い友人 と交わ り，清 く，

世の汚れに染まらないよう努めよと勧

告 した。」（教義 と聖約５９：９参照）

次の集会は，予言者の家で開かれた

と予言者 ジョセブ ・ス ミスは記 してい

る。天候に恵まれなかったにもかかわ

らず多 くの若者があふれんばか りに集

った。予言者によると， 「キンボール

長老はいつものように，説教を し，若

い情熱に注意するよう聴衆に警告 し，

両親の忠告に従順であって，よく注意

を払 うようにすすめた。」

それか ら，予言者は次のような言葉

を述べているが，私はその言葉に感動

を覚えた。 この言葉は，青少年と共に

働 くあなたがたを も感動させることだ

ろう。 「私は若者の前に立つとき地上

の王候，貴族の前に立つときに感 じる

以上の当惑を覚える。というのは王候

貴族に対 しては，彼 らの犯 した罪悪を

知っていて，どのように話 した らよい

か精確に知っているが，若 い友 た ち

は，いかなる罪を も犯 しておらず，ど

のように話せば欧いかほとんどわから

ないか らである。彼 らに対 し私 は，貧

しい人々を救済するために １つの協会

を組織するように勧めた。そ して １人

の貧 しい足の悪い英国人の兄弟の世話

をするように頼んだ。こ の兄 弟 は １

軒の家を建てて聖徒たちの間で家庭を

持ちたいと望んでいた。 このため彼は

材料を若干集めたが，それを使 うこと

ができず，助けを求めていた。 この目

的のために資金を集める委員会を選出

し，天候の許す限りできるだけ早 く，

この慈善行為を実行するよ うに 勧 め

た。私は，終生彼 らの行ないを導き，

彼らを光栄に輝 く永遠に対 して備えさ

せるよう考えて， このような勧告を与

えたのである。」

おわかりのことと思 うが，今 日若者

たちに手を差 し伸べようとする私たち

の努力はこれが始めてなのではない。

若者たちは今 もほとんど同じである。

同じような必要にかられて動き，確か

に昔の人を導いたのと同じみたまによ

って導かれている。私は，若者たちの

前に立つとき同じ感情を抱いてきた。

そのため，予言者のこの言葉が，私

を感動 させたのである。長い間一教師

として，私は生徒を教えるとき，その

未来について深 く考えた。私は今まで

生 きてきた結果，最 も好感を寄せてい

る希望が実現するのを目にしてきた し

あるいは実現の端緒につくのを見て来

た。また，残念なが ら，中には私の懸

念 していたことも実現 している。

事実，若者たちは，偉大な注目すべ

き世代である。 しか しなが ら，多数の

人々同様私は彼 らのすべてが現に直面

している大きな問題にも充分気づいて

いる。 しか もこうした若者の多 くが必

死になって助けを求めている。

私たちは，直接会ったり，電話 した

り，面接や手紙によって若者たちと接

触 しているが，あなたが私たち②こう

いった日々を見てみることは興味深い

ことだろう。私は，数日前大 きな空港に

着いて飛行機か ら降りたら，あなたが

た何人かの指導者の出迎えを受けた。

その時，そこに美 しい大学生の年頃

の女性が待っていた。以前彼女は，両

親や他の人の願いをきかず家を飛び出

して， ヒッチハイクをしてロックフェ

スティバルに出かけたのであった。彼

女はある男性 と２人でヒッチハイクし

なが ら帰る途中，警察に見つけられ，

麻薬所有のかどで逮捕された。そして

裁判の結果徴役 ５年の判決を受けた。

その後取 り乱 した母親は，監督に知 ら

せ，『監督は当地の兄弟たちに知 らせた

ので，この兄弟たちの仲介を得て彼女

は仮釈放の身 となった。 しかし，記録

は残 され，彼女はきわめて不安な毎日

を送 っている。そして，今ある決心を

迫 られている。

私の机の上には苦悶の末助けを叫び

求めている一少女から寄せ られた １通

の手紙が置かれているが， これは数多

くの同様な手紙の一例にすぎない。こ

の手紙には， 「どうか助けて下さい」

という言葉が３回記されている。 この

数時間のうちに取 り乱 した青年か ら２

回も電話があった。 この青年は教会の

職について疑問を抱いている友人のた

めに心をくだき導きを求めていたので

ある。 この友は，教会の職が教会にお

ける彼の立場をつまらないものにした

り，支持 しがたいものにするのではな

いかと考えそれを受け入れがたいと感

じていたのである。

私が今手にしているのは失意にある

信仰深い父親か ら２日前に受け取った

手紙である。私があげてきた他 の少年

たちとほぼ同 じ年令の彼の息子は，愛

情深い父親や健全な素晴 らしい家族 の

努力のかいもなく自分の生命を絶った

のである。両親がどれほど骨を折った

かを読む時間がないのが残念である。

この家族は宣教師一家で献身的でいつ

も一緒にいる家族であった。 しか し，

この少年は自分を価値のないもの， 自

分は失格者で，その犯 した誤ちは彼を

資格のないものとしたと思い込んで自

分の生命を絶 った。彼の父親は遺書の

写 しを私 のもとへ送 り，彼の手紙 と遺

書を私の判断と感情の命ずるままに活

用 して欲 しいと申し出ている。

私たちには何ができるであろうか ？

どのように したら時代の挑戦に直面 し

ているこの大いなる若者たちを助ける
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ことができるだろうか。私たちは彼 ら

が必要とすること，問題そして彼 らに

与えるべきものを思慮深 く吟味しなけ

ればな らないと，私は確信 している。

それだけでなく，私たちがどのように

それを与えるか，また彼 らの目に映る

ありのままの自分の姿について思慮深

く検討 しなければならないと確信 して

いる。

私は自分の経験をもう一度振返って

考え，手短かに １つない し２つの例を

申 し上げたいと思う。その際私が，長

い間座右の銘として来た 「笑わず，泣

媒・一 ・と
いう言葉に沿って申 し上げたい。

彼 らの問題とは何か ？次の基本的な

見解は私が若者 と接触 して得た経験と

彼 らの口と生活から得たものである。

これは４～ ５つの必要に要約される。

第 １に彼 らは信仰を必要 と して い

る。彼 らは信 じる必要がある。教義，

誠 め，福音の原則を知る必要がある。

理解力と確信を増すことが 必 要 で あ

る。礼拝 し，祈る必要がある。 しか し

彼 らは， こうしたことがすべてはなは

だしく疑問視され，疑 うことが奨励さ

れ る時代に生きているのである。

第 ２に若者たちは，ありのまま受け

入れ られることを必要 としている。彼

らはこの世界で最も大切な社会単位で

ある家族を必要としている。また良い

家族に恵まれていて も，家 庭 外 の他

人，隣人，友人，監督，兄弟，入類全

体の助けを必要としている。

第 ３に若者たちは，積極的に打ち込

むこと，参加し，奉仕 し，献身す るこ

とを必要 としている。

第 ４に，若者たちは，誤ちを犯すこ

とがあっても，自分たちが大切な存在

であることを学ばねばならない。つま

り自分が価値のある：尊い有用な存在で

あって，無条件に愛される存在である

ことを学ばなければならない。

私は素晴 らしい家庭のタベの終りに

家族 と共にひざまずいた。それは私た

ちが愛する娘が神殿で結婚する前の夜

のことであった。この夜，私たちは笑っ

たり，泣いたり，あるいは思い出を語 り

合ったりした後，彼女にお祈 りを頼ん

だ。 この時のことを話 しても彼女は許

して くれることと思う。私は彼女の祈

りと涙，喜び，そして美 しいその時の場

面を逐一思い起 こす ことはできない。

しかし，唯一つの気持を私は憶えてい

る。彼女は無条件の愛を受けたことを

神に感謝 した。この人生には，私たち

が歓喜 し，ちょっとした成功感にひた

れる機会はあまり多 ぐはないが，その

夜私は素晴 らしい気持を味わうことが

でき，彼女が自分で述べた ことを本当

に信 じ理解 していることを神に感謝 し

たのであった。

ま難

為

ζ審 、

愛 す る兄弟 た

ち よ， 私 た ち

は， ひげや首飾

り，習慣 ，好奇

な考 えな どに よ

、こ 謎 ・♂
　 ド 　

漣 ｒ響 、

一点１騒 貿、

って私 たちの愛 に条 件をつけ ることは

で きな い。標準 はなければな らない し

またその標準を実施 しなければな らな

いが，私 たちの愛 は無条件でなければ

な らない。私 は自分 の生命を絶 った少

年 の残 した手紙 の一部を紹介 した い。

「私 にはいかなる希望 もあ りませ ん
。

ただ今 は死 んで しまった夢だ けが あ り

ます。私 は他 の人 と心 か ら満足で きる

打 ちとけたつ き合いが一度 もできませ

んで した。私 は将来 や他 の多 くの こと

に恐れをいだ きま した。 劣等感 を感 じ

ま した。私 には物事を成 し遂げ る意志

が殆ん どな く， また忍耐や価 値意識 も

殆ん どあ りません。 さような ら。あな

たの言葉 に耳を傾 けるべ きで した。で

も傾 けませ んで した。私 は昨年 の夏か

らＬ ＳＤを使用 し始 めま した。 それ は

煉獄 の苦 しみです 。」何 とい う悲 し い

話 だろ うか。

私 たちは彼 らが必要 としてい ること

を理解 す る必要 があ る。彼 らは福音 を

学ぶ必要 があ り， 受け入 れ られ る必要

が ある。 そ して愛 され ることを必要 と

して いる。兄弟た ちよ，彼 らは私 が挙

げる最後 の ５番 目の項 目，すなわ ち本

当に思 いや りのあ る立派な男性，良い

両親，良 い人 々の模範 を必要 と して い

る。

私 は数 週間前 にい とこの葬式 に出席

す る機会が あったが，そ こで感動 した

ことを お話 ししたい。恐 ら くこの メッ

セージは， もしその気 になれば， この

大 いな る世代 の若者 たちのため に立派

な奉仕 ができる立場 にある人 々に分 ち

合 うべ きメ ッセージであろ う。

い とこの副監督 をつ とめ，今監督 と

な ってい る兄 弟が，彼 の ことを次 のよ

うに語 った。 「すべての少年 が生涯 の

中 にこのアイバ ン ・フレームのよ うな

人を知 るとどんなに よいだろ うか。

神 の祝福が あって，私た ちが若者た

ちを愛 し，受 け入れ，彼 らが必要 とす

るものを与 えて，彼 らが望む ような人

物 とな り，与 えたい ものを与 え られ る

物 になれ るように祈 る。

イエ ス ・キ リス トのみ名によって。

アーメン。



私たちは先週 １日半， 「全教会員が

相互に啓発 し合うため，教会は各会員

すべてを必要としている」というテー

マのもとに，十二使徒地区代表ととも

に過ごした。

私ちは幾つかの統計をまとめ，図／

る。 その上未聖任 の成人会員が４８，０００

人，非教会員で ある夫が １１７，４８０人 で

ほとんどが父親で ある。 したが って，

今仮 りに未聖任会員お よび非教会員で

ある夫 の数を加 え， この面にお ける私

たちのチ ャレンジを描 き出 してみ ると

去 られ た ら， あなたはあの柱 を押 し動

かせ ますか」 と尋ねた。

「確か に
，で きると思い ます」 と宣

教師 は答 えた。

それか ら伝 道部 長は次の ように言 っ

た。 「さて兄弟た ちよ。あなたがた と

神 権 者 の
主
貝 任

大管長

ハ ロ ル ド ・Ｂ ・リー

表を作成 した。この図表は今後十二使

徒地区代表が各地の地区集会に携え，

そこで今不活発な状態にある会員に手

をさし伸べることがいかに大切である

か銘記させることだろう。

私は， ここで語っている事柄の重要

性を銘記 していただ くため，図表か ら

ある数字をとり上げたいと思う。図表

によると，現在教会のメルケゼデク神

権者数は３５４，０００人で，その大半が父

親である。今仮 りに月 １回の聖餐会と

神権会の出席を基準にすると，１８７，０００

人が活発であるということになる。換

言すれば，従来 この程度で活発とみな

されていたのである。２１才以上のアロ

ン神権者の数は １８４，０００人， 同じくそ

の大半が父親である。 しかし，一注意 し

も

ていただ きたいのは，その うち１７，０００

人だ りが活発であ るとい う 事実 で あ

ほぼ７０万人の成人男子のうち５０万人が

不活発ということにな る。 しか も，そ

の多 くは父親である。 さて，兄弟。私

たちは，これ らの兄弟たちを何 らかの

形で活発にするように，効果的な活動

を行なうよう提案するつもりである。

ある伝道部長が，東部諸州へ帰 るこ

とになっていた宣教師たちとホールで

集会をもった。このホールの真中には

天井を支える数本の柱が立 っていた。

伝道部長は １人の宣教師に向かって

言った。 「立ってあの柱を押 し動か し

てみなさい。」

「さあ，私にはできません」とその

宣教師は答えた 。

「どうしてですか。」

「あの天井の重みが柱にかかってい

るからです。」 ∫１

その時伝道部長は 「あの重みが取 り

私はちょうどあの柱の中の一本のよう

なものである。私たちがこの教会にお

いて責任 というひとつの重みをもって

いる限り，いかなる悪 も私たちを押 し

動かすことはできない。 しかし，重み

が取り去られるや否や，私たちの大部

分は，私たちを引き倒す力の容易な的

となる。」

私たちはすべての神権者 と父親の上

に責任という重みを置 きたいと思ぢ。

私たちが何 らかの方策を講 じなければ

今後神殿で共に結び固められる機会を

もたず，従って来世においてともに家

族関係にあずかることのできない教会

の会員を何百何千と数えることになる

ということを覚えておかなければなら

ない。

活動は霊性の中核であることを覚え

なさい。

３９３



私 た ちは次の ようなプ ログ ラムを取

り入れ ることを望 んでい る。

監督 はホーム ・テ ィーチャーや定 員

会指導者 に指示 して，不活発会員名簿

を提出 させ，同時 に このような会員に

対 して どのよ うに近づ き彼 らの心を と

らえるかとい うことに関す る提案 も提

出 させ る。次 いで同様 に して監督が こ．

れ らの名前 をステーキ部長 に 提 出 す

る。 このよ うに して，数 よ りも個人 に

３９４

焦点を置き，一定期間継続的な努力と

評価を行なう。そしてこの期間中に私

たちはどの程度まで これ らの会員たち

に対 して最善を尽 くして近づき，彼 ら

が他の人々に奉仕する機会にあずかれ

るよう助けることができるか，私たち

の愛 と創意性をテス トするのである。

これまで兄弟たちに話 していただい

たのは， この重要な主題にあなたがた

の注意を向けていただくた め で あ っ

た。すべての兄弟たちが， この点に関

し様々な面に触れてこられた。私たち

の教会で各種の職業に携 っている数多

くの会員は， 「伝道に出るように召さ

れる代 りに，なぜ自分の才能や職業技

術を主のみ業に役立てることができる

所で業に従事できないものか」と尋ね

てきた。

こ．れは １つのプログラムであり，今

後 このプ．ログラムについてさらに多 く



のことを耳にすることだろう。これは

医者，看護婦，農業従事者に対する召

しであり，正規の宣教師として，援助

が必要とされる時にはいつでも一般会

員の水準向上に資するため，ちょうど

伝道宣教師のように自費で仕事に従事

するのである。今や，私たちはこうし

た動きの中に，ある力の偉大な高揚と

偉大な波を見ることができる。 これは

自分で奉仕できる分野で働 く機会を得

られるように努める数多 くの人々か ら

もたらされようとしている。 これ らの

人々は，今ふさわしくない状態にある

いささか不活発気味な全会 員 に近 づ

き，彼 らになすべきことを与えるので

ある。

あなたの想像力を働かせなさい。教

会はある働 きのたあに人を必要として

いるという気持を抱いて，すべての人

々に何 らかの責任を与えなさい。

私は，以前話 したと思 うが，今宵 こ

こでもう一度申し上げたい。

その話 というのは，アダム ・Ｓ・ベ

ニオン長老がユタ州立刑務所で経験 し

たことである。 これまで私たちの何人

かが刑務所を訪れたが， この長老はそ

の誰よりも大胆に振舞い囚人と話合っ

たのである。 「皆 さん，私は皆さんに

尋ねたい。 これまでの生涯にどういう

ことがあって， この州立刑務所に入れ

られるはめになったのですか。」

冷たい雰囲気が柔 らいでから，囚人

たちは １つの遽答をした１ 「自分たち

に何が起ころうともだれ １人関心をも

って くれないとある時感 じた か らで

す」

あなたがたと私は，比較的安 らかな

気持で今宵 ここに座っている。たとえ

私たちに何が起 ころうとだれ一人関心

をもって くれないと感 じたとして も，

主は私たちのうちのだれをも助けて下

さるのである。不活発な父親 母親 子

供すなわちだれ １人関心を寄せてくれ

ないと感 じている人々は，危険な状態

に置かれているあなた自らの態勢が整

い次第これらすべての人々に接近 し，

彼 らを少 しでも活発にさせるよう望ん

でいる。私が数年前プロボで出席 した

「夫 と妻の会」で，ある美 しい姉妹が，夫

が活発になって以来家庭にもたらされ

た喜びについて証をした。彼女は夫 と

神殿に入っていた。彼女は自分の夫が

どうして不活発になり，たばこを吸い

始め，神権の昇進の機会にあずかれな

くなったかを話 した。また，そのよう

な彼の心をある会員がいかにしてとら

え，その結果再びふさわ しくなり，神

権を受ける準備ができるまでどのよう

に彼を助けたかについて語 った。つい

に監督が彼に神殿推薦状を与えるに至

ったということも話 した。彼女はその

すばらしい夕べについて語 った後，言

葉をついで言った。 「この ５人の子供

たちは，私たち夫婦に結び固められた

のです。この神の人は私たちに対 し永

遠の家族を宣言 されました。」 話を終

えて証を述べた時，、彼女は壇上から夫

の座っている正面を見おろした。その

瞬間，彼女は２人以外に人々がそこに

いるということを忘れているように夫

に向かって話 しかけたのである。 「お

父さん。今 この子たちがどんなに幸せ

か，またあなたが私たちのためにして

下 さったことにどれ程感謝 しているか

口では言えません。

神権をお持ちのあなたがいなければ

子供たちも私 も来世で家族 として結び

合うことができないからです。鍵を持

ち，、永遠の家族 としての家庭の扉を開

くお父さんが傾る ζとを神様に感謝 し

ています。」

私は教会のあらゆる不注意な父親が

この女性の証を聞 くことができるよう

にと望みたい。

祝福を受けることのできる昼間のう

ちに，すなわち暗黒が来 る前に，今彼

らを目覚めさせて欲 しい。主が今その

ような努力をなそうとしている私たち

を助けられるように，またタナー副管

長をはじあ今宵話をして下 さった兄弟

たちがあなたがたに与えたビジョンと

メッセージ，すなわち神の子 らの救い

のたφに神が入を通じて働かれるカで

あぐ神権を私たちが行使する時に，私

たちができる事柄の概略を把握するの

を主が助けられるように。

また私たちがそのように努力 し，ビ

ジョンをとらえ，今後数年間に決行 し

ようとしている事柄の目的を完遂する

のを主が助けられるように主のみ名に

よりへりくだり祈るものである。アー

メ ン ０

３９５



著名な探検家 との会見記 亀

ト 一 ル ● へ イ

トール ・ヘ イエル ダール とい うノル

ウェーの伝説探検家 につ いて一度 も聞

いた ことがないよ うな人 は世間 にほと

んどいないで あろ う。彼が コンテ ィキ

号， ア クア ク号， そ して最近で はラー

１世号， ラー 皿世号 の冒険旅行で有名

なのは周知 の ことであ る。彼 らのよ う

に現代 に貴重 な貢献 を して いる人 々に

ついて末 日聖徒 に知 って もらうため，

ヘイエル ダール博士 と教会 の若人 たち

との会見記 を掲載 す る。

問い一 博士はどうしてこのような事

柄に興味を持たれたのですか。

博士一一一それは１９３７年，太平洋のマー

ケサズ諸島の中の小島での生活体験か

ら，私は海について興味を抱き始めま

した。おもしろいことには，初めて太

平洋に行 った頃，私はまるで水が恐ろ

しく，泳 ぐこともできず，ボー トや航

海のことについては何 も知 りませんで

した。当時，私はノルウェーのオスロ

大学で動物学を専攻 し，そのかたわら

地理学と人類学を勉強 していました。

そして動物がいかにして太平洋の島々

に，つまり断崖や何かで大陸か ら切 り

離 された島ではなしに，火山活動によ

って隆起 した島々に着いたかという動

物学的調査をしたいと思い立 って，妻

と私はその島へ行きました。

その島にいる白人は私たちだけでし

た。そ してポリネシア人と共に暮 らし

ているうちに，私たちは自然界と親密

な触れ合いを持つようになりました。

食物を得るためには，ジャングルに入

ってそれを集めるか，カヌーで海に出

て魚を釣るかしなければならなかった

のです。そしてカヌーで海にこぎ出し

た時，海 とは何かということについて

教科書で学ぶのとは全 く違った考えを

持つのです。そあ年の間に，私は １年

中，昼 も夜 も風 と海流が南アメリカの

方か らきてい ることを発見 しま した。

魚釣 りに行 く時に気 をつ けなければ な

らない大切 な ことがあ りま した。 アジ

アの方へ遠 くこぎ出 しす ぎると，二度

と島へ戻 れな くな り， また一方 アメ リ

カの方 へ こぎ出す と， い くらか いを こ

いで も岸 へ戻 され るとい うことです。

このよ うな ことがあ って，私 は考 え

始め ま した。 当時科学者 は， ポ リネシ

ア諸島 に住 んでい る人はは るか １万 ６

千 キロメー トルの海 を アジアか ら船 で

渡 って きたと考 えてい ま した。 しか し

私 たちが アジアの方へ ３キロメー トル

もこぎ出す と流 されて しまう危 険が あ

るのに， その島 に住んで いた入 々が ど

のよ うに してアジアか ら渡 って くるこ

とがで きたのか と不思議 に思 い始 めま

した。私 はむ しろ， これ らの人 々は動

物 と同 じよ うに風 と海流 とい う自然 の

法則 に従 って アメ リカ側か らやって来

た と考 える方が より自然ではなかろ う

か と思 った りしま した。

しか し， この仮説 は重要な問題を含

んでいま した。教師 たちに強 く感化 さ

れていま したので，私 もまた ポ リネシ

ア入 は アジアか ら来 た ものだ と確信 し

ていたのです。事実， マ ライ語 とポ リ

ネシア語 との間には数 々の共通点 があ

ります。そ して疑 い もな く， ポ リネシ

アにはアジアの影響 がみ られます。私

自身 にとって さえも， アメ リカか らの

影響が あるとい う考 えは受 け入れ に く

い もので した。 そ こで私 は，多分 アジ

ア人 は フィリピン群 島か ら日本を経由

して，風 と海流 がハ ワイへ と流れ をか

え るアメ リカ北西海岸 まで風 と海流 に

漂 って きた と仮説 を発展 させ ま した。

それで もなお， これは私 に とって満足

のゆ くものでは ありませんで した。 ポ

リネシアに は， アンデスの偉大 な文明

と結びつ く多 くの類 似点が あ り ま し

た。 イースター島 の巨像 ，書板 に書 か
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れ た象形文字， ピラミッ ド， ミイラ作

り，脳 の手術 などが そ うです。 そのほ

か に もっと多 くの ことによって， アジ

アとではな く，南 アメ リカと結びつ く

のです。 それで私 は，人々 は ２つの異

なった移動， １つ はペル ーか らいかだ

を使 う方法 と， も う １つは アジアか ら

アメ リカ北西海岸経由 の双 船 カヌーを

使 う方法 によって ポ リネシアに着いた

とい う学説を発表 しま した。

問い一 博士の学説はどのように受け

とられましたか。

博士一 非常な論争 と論議を呼びまし

た。科学者はいかだでアメ リカから渡

るようなことはできないだろうと言い

ました。私はた くさんの証拠をすでに

集めていましたが，科学者はだれ一人

読 もうとしませんでした。彼 らは，南

アメ リカの原住民が最 も愛用 していた

のはバルサ材のいかだと，あし舟であ

るが， このような舟はす ぐ水びたしに

なって２週間で沈むだろうと言ったの

です。 もっとも当時は私にさえ，あし

舟というのは全 く気違いじみて聞えま

した。それであし舟は放棄 しま した。

しか し私は丸太のいかだな ら航海がで

きるほど十分がん じょうであろうと考

えました。幸か不幸か私は航海につい

ては何も知りませんでした。そうでな

ければ，決 して続かなかっ た で し ょ

う。 しか し，私はそれが可能であると

いう自分の考えを信 じていました。科

学者は私にバルサ材のいかだは２週間

で沈むだろうと警告 し続けました。彼

らは一片の乾燥 したバルサ材をとり，

それを水槽に入れました。するとそれ

は水を吸って２週間で沈んだのです。

しか もインデ ィアンがするように，ジ

ャングルで，樹液のたっぷり満 ちた木

を切ったとしたち，この樹液は水の浸

透を妨げる作用をするのです。そこで

一 ル

第 ２次世界大戦直後， ４人 のノル ウェ

ー人 と １人 のスウェーデ ン 人 を 交 え

て， ペル ーの伝説上 の太陽神 にちなん

で コンテ ィキ号 と呼ぶいかだを作 りま

した。 私 たちはペル ーを 出港 し， １０１

日間かか って ポ リネシアまで漂 流 した

のです。 いかだ は到着後 も数 ヵ月間，

ポ リネシアの沖に浮いていたばか りか

ノル ウェーに運んでか ら博物館 に寄贈

しようと陸に あげ るまでオ スロフィヨ

ル ドに ６ヵ月間 も浮かんでいま した。

問い一 コンテ ィキ号の冒険旅行によ

って科学者の考え方はかわりましたか。

博士一 大騒ぎになりました。みんな

は私がすごく腕のよい船乗 りだと思っ

たり，また私の腕前をもってしては決

していかだで横断できないだろうと考

えていましたが，それは私には全 く滑

稽でした。事実はと言えば，コンティ

キ号でもラー号で も両方とも乗組員は

不慣れな人ばか りで した。そして航海

に必要なことはすべて海の真只中で習

得 し，それは目的地に着 くまで続きま

した。私はアメリカ合衆国でも，ソビ

エ ト連邦でも， ドイツやイ ギ リス で

も，そして：地元のスカンジナビア諸国

においても学説を擁護 して闘わなけれ

ばなりませんでした。それから何年 も

の間，私は闘い続けました。というの

は，大部分の学者は， アメリカ大陸は

海に孤立 していて，陸続きで行ける旧

世界の付録にすぎないという考えを容

易に捨てようとしなかったか らです。

私は私の学説を支持する世界中の科学

研究所や大学か ら招かれて講演 しまし

た。また私は最初に南アメリカ近海の

ガラパゴス諸島へ，次には南のイース

ター島やさらに遠 くの島へ古学調査隊

を率いて行きました。私たちはそこで

初期のアメリカ原住民がこれらの島々

に到着 していたという考古学的，植物

学的証拠を見つけたのです。 しだいに

私の学説は支持を受け，１９６１年にホノ

ルルで開催された学術会議において，

約 ３，０００名の学者が東南アジアととも

に南アメリカが太平洋諸島の住民と文

化のおもな源であるという決議案を満

場一致で採択 したのです。

問い一 なぜ、ラー号の冒険を必要と

するようになったのですか。 ラー号と

コンテ ィキ号の間には何か関係があり

ますか。

博士一 あります。 とても関係があり

ます。でもコンティキ号の場合は学説

を実証するためでしたが， ラー号の冒

険のときは，そうではありませんで し

た。私はただ航海が可能か否かを知 り

たいと思ったのです。また，十分に納

得のいかないことが １つありました。

お気づきでしょうが，ポ リネシアには，

地球の裏側にあたる小アジアやエジプ

トと結びつく多 くのつながりがあるよ

うに思われることです。たとえば，ポ

リネシアで太陽をさすラーという言葉

は，古代エジプ トでも太陽や太陽神を

さす言葉で した。また中南米でよくみ

られるピラミッド建築，太陽崇拝， ミ

イラの作 り方，道路建設やそのほかの

特徴が大西洋を越えた向こう岸でも見

られるのです。けれどもこのことは５

年ほど前に， アルぜンチンで開催され

たアメリカン ・インディアンを専門と

する学者の会議まで，具体的には私 に

直接関係ありませんで した。この会議

で，私はコロンブス発見以前のアメリ

カ大陸と大西洋を越えて来た人々との

接触の可能性についての支持派 と反対

派によるシンポジウムを組織するよう

に頼 まれました。いかなる接触 もなか

ったと説明する多 くの証拠が挙げられ

ました。そのうちの １つにあし舟が挙

げられていたのです。それは，ヨーロ
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ッパで発見された当時， しかも最近ま

でチチカカ湖でもアメリカ原住民が古

代エジプ ト人がナイル川で使 っていた

のと同様の大 きなあ し舟を造 っていた

と指摘されました。 しかし，専門家は

エジプ トか らペルーへの航海が全 く不

可能な以上，これはただ単に ２つの異

なった民族の別々の発明を示 している

にすぎないと語 りました。 さ らに な

お，あし舟は航海に使えるほど耐久性

が決 してよくない し， ２週間ともたな

いと付け加えました。それはちょうど

パルサ材のいかだの場合と全 く同 じ話

で した。私はあし舟について科学者の

判断が間違っていると確信 しました。

問い一 あし舟についてはどの程度ご

存知でしたか。そしてまた，なぜご存

知でしたか。

博士一 私は当時，あし舟がただエジ

プ トとペルーにだけあったとする科学

者の主張に間違いがあることを知って

いました。私は，メキシコ発見当時，

その舟がメキシコ中で使われていたこ

と，そしてまた同じくメソポタミア，

エジプ ト，ギリシャやサルジニアの島

々からモロッコの大西洋岸 に至 る ま

で，地中海沿岸の方々で も使われてい

たことを発見 していました。そして，

これ らの地域は １つの断続的な道を形

づ くり，さらに遠 くモロッコか ら中央

アメリカへと続いているのです。そこ

で， もしあし舟で大洋を横断できたと

したら，そのときはアメリカと地中海

の間に見 られるこのようなあ し舟に関

する類似点やその他，文化面における

類似点などは，並行 して起 こった独 自

の発展というよりはむ しろ同一の基盤

をもっていたいう根拠 となるのです。

ペルーか ら３，０００キロ以上 も離れたイ

ースター島のクレータ湖の調査によっ

て，私たちは島民がおおよそキリス ト

の時代にペルーの人工灌溜ｉによる湿地

帯からあ しをもってきて，それを湖に

植えたということを発見 しました。 こ

のあしは，島民がチチカカ湖のあし舟

と同じものを造れ るようにと持ってこ

られたものです。あし舟が航海可能で

あるという， このことは私の心の内に

大きな論議を呼び起 こしました。

また，現代人が高度な文明を持つ古

代メソポタ ミアや古代エジプ トの人々

よりも非常にす ぐれていると考えるの

は，大きな誤 りであることが この一連

の調査によって明 らかになりました。

私はあし舟はすばらしい船であると

確信 しました。そうでなければ，人々

は決 してその舟を造 らなかっただろう

し，またきっと数百年，数千年間 も造

り続けることはしなかったで しょう。

しか しここでもう１度，私はそのよう

な舟は馬鹿げていると言 う科学者の反

対に出 くわ しま した。 カイロにあるパ

ピルス研究所でさえも，パピルスを水

槽 の中でテストして，その結果 ２週間

たたないうちに完全に水に沈んだと主

張 しま した。また海水中でもテス トし

そのときはパピルスは溶け始め，変質

したと特に強調 していま した。 しかし

私 はコンティキ号の経験から，舟の材

料 と舟とでは大きな違いがあることを

知っていま した。それはちょうど，鉄

と同様です。鉄は水に落 とすと沈みま

す。 しか し私たちは鉄でクイーン ・メ

リー号や巨大な戦艦を造 ります。そし

て，その鉄の船は浮 くのです。

問い一 博士はどのようにして，あし

舟の造り方を学ばれたのですか。

博士一 私はあ し舟を描いた古代エジ

プ トの墳墓の壁画を詳 しく研究 しまし

た。そ してちょうどバルサ材のいかだ

のとき，ペルーインディアンに学んだ

と同様に，今でもなおあし舟を造って

いる人々の助言を求めることが最 もよ

い方法であると思いました。そこで，

アフリカのモロッコより出るつ もりで

したか ら，アフリカ人に尋ねることに

しました。私は，今 日で もまだあし舟

を使っているチャド湖の部族へと向か

いました。 この部族の人々の助けを受

けてラー １世号を造 りました。けれど

も， この部族の人々の造 り方は古代エ

ジプ トの造 り方とは違っていました。

古代エジプ ト人はあし舟のへさきとと

もを曲げ，大洋航海向きに完全にそり

かえ らせて いま したが， チャ ド湖 には

大 きな波 はな く， あ し舟 は象牙 のよう

にへさきだけそ りか えった形 に造 られ

ていたのです。

問い一 なぜ， ラー １世号は失敗した

のですか。それによ って，どんなこと

を学ばれましたか。

博士一 ところで， ラー １世号を造っ

たときのことを少 し話す と，どんな船

乗 りでもす るだろうと思われ ることを

私たちは してしまったのです。私たち

はチャド湖の造船家の最上の助言 と指

導を活用しま したが，それでも犯 しそ

うな誤りをすべて犯 してし ま い ま し

た。これらすべての誤 りと失策にもか

かわ らず，それでもなお，アメリカに

向かってただよい続けました。それに

ついてはすべきことは何 もなかったの

です。私たちはただ流 されるままに流

れつ くだろうと予想 していた所に向か

っていました。 しかし，バルバ ドス島

まで約 ９６０キロメー トルのところにき

た時，それまでに波が小 さな船室を何

度も前後にゆり動か していたので，片
一方の側のロープがついに切れてしま

い，あしが流失 し始めました。私たち

はロープをもって，舟の下にもぐり，

あしを しばらなければなりませんでし

た。カリブ海の近 くにきて，私たちの

まわりを約３０匹の鮫が泳ぎまわるよう

になったので， この作業は中止されま

した。エジプ ト入の友がもう少 しで足

をな くしそうになったので，私はすべ

ての潜水を止めさせました。そして，

船が しだいにバラバラになり，私たち

の後ろでパピルスが美 しく浮んでいる

のをながめて，満足 しなければなりま

せんでした。その舟は実に， ２ヵ月後

もまだ浮いていました。私にはつ らい

決断でした。私の友人たちはみな航海

を続けたがっていました。 リーダーと

して私は航海をや り通せるだろうとい

うことと，パピルスがまだ十分残って

いることをよく知っていました。 しか

し，私はまた， １， ２名の命を失う恐

れ もあることも知っていました。私は

科学の実験が，命をかけるほど価値が
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あるとは決 して思っていませ ん で し

た。みんなが続 けたがっており，それ

で も放棄することを決断 しなければな

らないのは，とてもつ らい気持ちで し

た。 しか し私たちはそのとき中止 しま

した。

問い一 ラー皿世号の旅行に出ようと

決心されたのはいつ頃でしたか。それ

はラー １世号にまだ乗っている頃です

か。

博士一 いいえ科学的にみて，ラー１

世号はラー皿世号よりもたいへん多 く

のことを実証 しました。ラー１世号は

初めか ら完全な漂流航海で した。港を

出た最初の日に２本のかじを両方 とも

壊 して しまったのです。そ して目的地

に向かいました。ところで， １人の船

乗り以外全員が不慣れな人々で，中の

１人は海水を飲むまで，それが塩辛い

ことさえ知 らなかったのです。そのよ

うにして予定地に向かいました。

また，私たちはあ し舟が ２週間たっ

ても沈まないことを明 らか に しま し

た。５５日以上も乗っていたのです。そ

して私たちは書物にあるすべての誤 り

を犯 していたのです。もし私たちが古

代人の知識を持っていた ら航海するこ

とはもっと容易であっただろうと思い

ました。’ラー １世号で航行 した距離は

大西洋を最短距離で横断するほぼ２倍

にあたりました。ですか らジラー１世

号での航行の終りには，私は ２回目の

探検を企てようなどとは思ってもみま

せんでした。

問い一 ラー １世号に対する科学者の

反響はいかがでしたか。

博士一 ええ，そのことが原因で，私

はラ～亙世号の冒険をすることになり

ま した。私はそれでもなお，横断でき

なかったと主張する極端な孤立主義者

が現にいることを発見 しました。彼 ら

は残された最後の数百 メー トルを問題

にしていたのです。そ して，そのこと

は非常に重要であって，実際に着いて

いないか ら横断できるという可能性を

証明 してはいないと主張 しま した。ま

４００

た，私 自身の あ し舟に対 す る好奇 心か

らラー 五世号を造 り続 けま した。 調査

研究を続 けるうちに， ボ リビアにあ る

チチカカ湖の アイ マラ ・イ ンデ ィア ン

が，中央 アフ リカの舟 よりも，古 代エ

ジプ トの舟にたいへん よ く似 た舟 を造

ることを知 りま した。彼 らの舟を造 る

方法や， またパ ピルスを東 にす る方法

がたいへん異な ってい るので， ２度 目

の実験をす る価値があ ると 感 じ ま し

た。 そこで私 はラー 五世号を造 るため

に ４人の アイ マラ ・イ ンデ ィアンを海

を越 えて モロ ッコに連れて 行 き ま し

た。私 た ちは ラー １世号 よりも ３メ ー

トルばか り短い，長 さ１２メー トルのそ

してデザイ ンも前 とは違 うラー 皿世号

を造 りあげ ま した。私た ちは１９７０年 ５

月１７日に出帆 して， ５７日間 に ５，２００キ

ロメー トルを航 海 してバルバ ドス島の

ブ リッジタウンに着 きま した。 ところ

で， ラー １世号の時は，１９６９年 ５月２５

日に出港 して， ７月１８日にはバルバ ド

ス島 まで約 ９６０キ ロメ ー トルの海上 で

放 棄 していたのです。

聞い一 ラー号 の航海のために船 員を

どのよ うに して集め られたのですか。

博士一 私 は言 語，政治，宗教， 文化

の違 いにもかかわ らず，私 たちは一緒

に働 くことがで きるのだ とい うことを

説明す るため に，いろいろな国の人を

集 める考 えを もってい ま した。そ こで

ラー １世号 には，．い ろいろ な国の友人

や， また友人 の推薦 によって ７人を選

びま した。 ラー 皿世号 のときは ８人で

２人 を除 いて ラー １世号の ときと同 じ

顔ぶ れで した。

．私 は ノル ウェー人です。そ してただ

１人 の本物 の船乗 りは数年前 タ ヒチで

会 った：ことが ある土木技師 のアメ リカ

人 で した。 メキ シコ人 の人類学者， イ

タリア人 の登 山家， ロシアの医者， エ

ジプ ト人 の潜水夫 が一緒で した。 ラー

１世号 にはア フリカのチ ャ ド湖 のパ ピ

ルス専 門家 が乗 り込 みま した。 ラー 皿

世号 では， このチ ャ ド湖 の部族民を モ

ｐ ッコの商社員 と交代 し， さ らに 日本

人の カメラマンが加わ りま した。乗組

員を選ぶにあたっては，人類の争いを

象徴する人々，すなわち黒人と白人，

ユダヤ人と回教族，ロシア人とアメリ

カ人を慎重に選びました。

問い一 実験は満足のゆ くものでした

か。

博士一 非常に満足できる も の で し

た。多分それ以上満足な旅はなかった

で しょう。多少の論争 と問題はありま

した。特に言葉の問題がありま した。

嵐の最中など舟の一方の側にいて他方

の側にいる人の言 っていることが聞こ

えませんで した。私たち独 自の一種の

エスペラン ト語を作 り出すまでは，英

語，仏語，伊語を使いま した。 しか し

問題はほんとうに少なかったのです。

人はだれでも本能的に協力できるよう

になるものです。乗組員が混成ではな

しに，全員 ８人がノルウェー人であっ

た らもっと多 くの問題があっただろう

と思います。乗組員がただ生 き残 るた

めだけに協力 していれば，舟の上 も狭

くはな く，また抑圧 もそんなにないと

いうことを学びま した。航海は実にス

リルのある経験で した。航海を終える

頃には，全員とても仲のよい友人にな

っていま した。

問い一 私たちはみなモルモン経を勉

強しています。そして博士の新旧両世

界の比較に関する思想に関心を持 って

います。

博士一 私は，モルモンではありませ

ん。そして私 の結論に達 したのはいか

なる宗教的信念によるものでもありま

せんで した。私たちが全 く異なった方

法を使って １つの同 じ結論に達 したこ

とを私はよく知っています。私に言え

ることは，調査研究をすれ ば す る ほ

ど，新世界の人々と旧世界の人々との

関係について，モルモンが異なった径

路で達 した結論と私が理解 している結

論 とは密接になるとい うことです。私

は，研究の結果，地中海沿岸地域 とメ

キシコ湾沿岸地域との間にはある種の

つながりがあることをますます強 く感

じています。
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聖句クイズ答え

ここに峯げた以外にも似通った出来事が聖典

の中にあるかもしれません。

１．エライジャがザレパテでやもめ女の油と

食物をふやした。（列王上１７：１０－１６）．彼の

後継者，エリシャはパンと穀物を百人分にふや

した。（列王下４：４２－４４）イエス・キリスト

が，魚とパンをほとんど同じ方法で五千人分に

ふやしたもうた。（マタイ１４：１３－２１，マルコ

６：３０－４４，ルカ９：１０－１７．ヨハネ６：１－１４）．

Ｈ，このことはカナンへの旅の途中イスラエ

ルの民の上に２度起こった。紅海で（出エジプ

ト↑４：２１－３０）またヨルダン川で。（ヨシュア

３，４）

皿．エライジャはこのような奇蹟を行なった

（列王上１７＝１７－２４）そしてその後継者エリシ

ャも同じことをした（列王下４：１８－３７）

ＩＶ．アブラハムは自分の命を救うためにこの

方法を２度用いた（創世１２＝１０－２０，２０：１一

㌻８）．その息子イサクは彼の例を見ならった。

Ｖ．出エジプトの時代の災害の１つは暗黒で

あった。（出エジプト１０：２１－２３）イエス・

キリストが十字架にかかりたもうた時，新大陸

でも３日間の暗黒があった。（皿ニーファイ８

＝１－１０：９）旧大陸では３時間続いただけで

あった。（マタイ２７：４５，ルカ２３：４４－４５）

Ｗ．いろいろな場合にモーセの前に現われた

火の柱が，聖典におけるその最初の例である。．

（民数９：１５－１７，出エジプト３３：７－１１他）

他に光と火の柱がリーハイ（１ニーファイ１：

６）とジョセブ・スミス（ジョセブ・スミス２：

１６－１ア，３０，４３）に現われている。

Ｗ．これは１度は変貌の山でペテロ，ヤコ

ブ，ヨハネの上に起き（マタイ唱７：１－４），１

度はカートランドの神殿で，ジョセ７・スミス

とオリヴァ・カウドリの上に起きた。（教義と

聖約１１０：１篤１３－１６）

皿．ノアは旧大陸を目指して新大陸を去っ

た。（創世７，８）ジェレド（イテル６），ミュ

レク（オムナイ１４，１６；モーサヤ２５＝２），とリ

ーハイ（１ニーファイ１７，｛８）は反対に旧大陸

から新大陸へ向かった。

Ｘ【．アブラハム（創世１２：９－１０）とその孫

ヤコブ（創世４２－４３）の２人とも飢餓のために

エジプトへ逃げなければならなかった。

Ｘ，このことはヨセブ（創世４Ｄとダニエル

（２－４）の両方にも起こった。

ＩＸ．これはアルマの息子アルマの上に起こっ

た。（モーサヤ２７：１０－３２）

これはまたラモーナイ王と后の上にも（アルマ

１９＝１－２９，３６：６－１０）起こり，また同様にラ

モーナイの父とその僕たちの上にも起きた。

（アルマ２２＝１７－２６）

もっと詳しいことについては，聖典の各章

節を読みなさい。
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この記事は，教会の

教義を教えるためでは

なく，読者にとって参

考となり，何 らかの助

けを与えるためのもの

である。

口 ♂ 秘 ．
鵜 盤 鐙二１：∴

犠
灘 鋳

∫

「若い姉妹は伝道 に出るべきでしょうか
。」

㌔ ノ

これには２つの質問が含まれている。 １つは伝道は若い姉妹によ

いものを与えてくれるだろうかということであり，もう１つは，若

い姉妹は伝道に向いているだろうかということである。

最初の質問に対する答えは，ほとんど一般的にいって肯定的なも

のである。積極的な態度と奉仕したいという望みを持つほとんどの

若い姉妹は，伝道に出ることから大いに有益なものを受けるであろ

う。そのような若い姉妹は，証を築き，生活の進路を確固たるもの

とし，寛容と愛の精神を発達 させてゆくことができる。また自信 と

積極的な態度を築き，家，両親，家族に対する感謝の念を持つ こと

ができ，神殿のみではなく，日の栄光の王国へも共に夫を選択する

４０２

ことの重大さを，もっと明白に理解できるようになる。己を考えず

に他人に対 し全時問働 くことか らもたらされる喜びと満足を感じる

であろう。

若い姉妹は伝道に向いているだろうか。

この質問については，一般的にということでは答えられない。そ

れは個人的な事柄である。今日，典型的な姉妹宣教師は，活気にみ

ちていて，若 く （通常２１才を過 ぎたばかり）熱意があり，平均的な

長老よりも約 ２倍も改宗させるというこれまでの伝統にあずかるこ

とになろう。若い姉妹は普通，社会的な圧力にしいられてではなく，

人々に仕えたいという望みをもっているがゆえに伝道に出る。

個人的問題の解決を見い出そうと伝道に出る人は，そぐわない気

持を感じるようになる。伝道地での厳しいスケジュールは，奇抜な

行動をしたり，個人的問題を解決するための時間，場所をほとんど

与えて くれない。

若い姉妹と伝道という主題について，私の私的な諮問委員である

３人の子供に相談 した。 （養女の） レオラは，北部 カロライナ ・ヴ

ァージニア伝道部で働いており，ロージャーはワシン トン伝道部か

ら今年帰還 し，グレッグは最近カリフォルニア中央伝道部で働いて

いる。ここに３人の論評の要約をのせる。

レオラ：「ある人たちは，姉妹の方がずっと近づきやす く，また

もっとよく姉妹たちにこたえて くれます。夫が家を留守に していて

普通奥さんが家庭へ男性を招きたくないと考えている人たちの多い

軍事地域については，特にこのことが確かであるのがわ か りま し

た。」

ロージャー ：「私たちの伝道部にいる姉妹宣教師はよく働き，良

心的で，いつも喜んでやっています。」

グレッグ ：「書 く時間はそうありません。走らされました。疲れ

ています。なぜって，きょう私たちは，ほかの姉妹たちと一緒に働

いたのですが，や りすぎる位で した。姉妹たちは地域の生命です。」

グレッグは宣教師の仕事を決心する助けとして，教義と聖約第 ４

章を読むよう勧めてきました。 「されば汝らもし神に仕えんと望む

な らば，汝 ら神の業に召さるるなり。」（教義と聖約 ４：３）

２つの資格に注意 しよう。それは望みと委任である。神に仕えた

いとの望みが，姉妹を して （あるいは長老をして）伝道の召しを受

け入れさせる動機 となる。もし神に仕えたいという望みが充分強い

なら，宣教師は １００パーセン ト神より委任されて， 「心をつくし，

勢力をつ くし，思いをつ くし，体力をつ くして神の役務をなす」（教

義と聖約 ４：２） ことを理解するであろう。 もし心がそこになけれ

ば，肉体をその目的のために投入する理由はないのである。神から

の １００パーセン トの委任が，伝道の仕事を楽 しくし，物を生み出す

経験の場とするのである。この委任な くしては，伝道の仕事は長い

み じめな時間となって しまう。

では報いはどうだろうか。 「……勢力をつ くして鎌を入るる者は

亡びず してその身 も霊も救いを得るために庫に積み入るるな り」

（教義と聖約 ４：４） 「……わが御父の国に於て彼 〔あなたの導い

た改宗者〕 と共に汝らの悦び如何ばかりそや」。（教義と聖約１８：１５）

と約束されている。

アー サ ー ・Ｓ ・ア ンダ ー ソ ン

教 師 養 成 委 員



「どのよ うにして，結婚 する にふさわ しい人 を見 出 し

た と知 ることができるで し ょうか。私 はどれ程歩 み寄

らねばな らないので し ょうか。私 と私 のボーイ フレン

ド （活発な会員）は うま くい ってい ますが， またよ く

言 い争 いをします 。」

轟

醗

「ぎ

’１逆 蜜
、

このよ うな，またこれと似たような質問が，伴侶の自由選択様式

（結婚する人は相手の選択に大きな責任がある）が発達 してきた現

代の多 くの西欧社会で尋ねられる。ある社会では，決してこのよう

な質問がなされたことがない。 というのは，両親が，娘を結婚させ

るのにふさわしい入を見つけ出す責任を負 ってきたからである。 し

か し我々のまわりはそうではない。女の子は自分で決定しなければ

な らない．

ふさわ しい人が現われれば，女の子は 「心に感ずる」ものだとあ

る人々は言っている。また他の人々は，もし女の子が賢明であれば

「感情が理性をおぼれさせることは しない」と言っている
。前述の

相対立する格言の中に，多 くの人が伴侶を選ぶにあたって，経験す

る基本的な矛盾をみるのである．すなわち，どの程度人は感情や情

緒に頼っていいのか。また，どの程度分析や理性に頼っていいのか

迷 うのである。両親が理性的，分析的要素 （よい家系の出だとか，

聡明で働き者だとか）を強調 しなが ら，子供のために相手を選ぶ一

方，西欧社会では，感情の側面の大切さが強調されている （本当に

恋 していれば心に感ずるものだ）。

末日聖徒が伴侶を選択する過程にあって，もし結婚 しようという

決心が全 く感情や情緒に従ったものであれば，伴侶の選択には ２つ

の様相があることに気づき，その上で決定するようにしたらよいと

思 う。 もし男性あるいは女性が，時 々冷静に，理性的に，相手の長

所，短所を分析できな いとなると，きっと，理性や分析を除外 して

惑情や情緒が２人の関係を支配 して しまうことになる。相手の選択

過程にあって，理性を働かさせることは可能であるが，我々の社会

にあってはまれである。

慎重な考えが，感情と同様に相手の選択にあたって重要であると

い うだけでは，何を慎重に考えるべきなのか答えが残されたままに

なっている。ここに聖典や，社会学の考えから，最：善の答えと思わ

れるものをあげよう。それは 「２人に共通のものが何かを慎重に考

えてみる」 ことである。 このことを見通す １つの方法は，家系をさ

かのぼってよく調べることである。研究すると，同 じグループの中

で （宗教的，倫理的背景や，社会的，経済的地位）結婚 している人

々が うまくいっているように思われる。あなたがた２入は同じ価値

を認めているだろうか。友人だろうか。同 じタイプの人や，同 じタ

イプの活動を楽 しんでいるだろうか。以上の質問全部にハイと答え

られないかもしれない，がしかし，少 くともどの質問に答えられな

いかはわかるであろう。そのことは，もしあなたが結婚するとした

ら巻込まれる危険性が何かを教えて くれることであろう。

これまでのことで，ある人は次のように尋ねるかもしれない。「慎

重な考え方や理性について，どうしてこれ程強調するのだろうか。

人間自身の理性を余 りに強調 しすぎて，人の生活の中での神の影響

力を除外 してしまってはいないだろうか。祈 りによって神に尋ね求

め，私の婚約者はふさわしい人かどうか知 ることはできないだろう

か」と。

聖典は，我々が良きことのために進んで働き，我々の自由意志で

多くのことをするようにと告げている。 （教義と聖約５８：２６－２９参

照）その上，すべてのことを命じられてやることは良 くないと勧告

している。永遠の伴侶の選択はまさしく良きことであり，それと同

様にこの地上での必要な経験のきわめて大切な部分である。我々は

そのような経験を得るために地球にやってきている。伴侶の選択に

あたっては，熱心な祈りにあわせて，かなり分析的な思考をも必要

とすることは明 らかである。

聖典はまた，ただ神に祈り求めて答えを得るよう望んではならな

いと勧めている。我々は自身の心で問題を研究 し，結論に達するよ

うに心がけ，その上，祈 りによって神の助けを熱心に求めるべきで

ある。 （教義 と聖約 ９：７－ ９）参照もし我々がおのれの分を果た

さなければ，我々が祈 り求めるからということのみで，神が答えて

くださるとは期待できない。 しかし，もし我々が力の限 りを尽 くし

その上主の前に行って祈るなら，相手を選ぶ決心をするような瞬間

で も主は我々を見捨てたまわないであろう。そのような時，我々は

たびたび，神が我々の祈 りを聞きたまい，それまでの努力を受け入

れられ，次の段階に進むよう我々に命じておられるという確信を得

るのである。

ふさわしい人を見い出すために，多 くの質問がなされるというこ

とは，ただの １度，ただ １人，そのような人を見つければ，す ぐに

永遠の無上の喜びが結果 としてもたらされるという考えがあること

をほのめかしている。そのような考え方は，ともすると，発見の要

素が強調されすぎて，創造の要素を低 く評価しがちになる。多くの

場合，もしその発見が今までにない程大切なものであれば，発見の

あとには創造の行為が続かねばならない。 このことは，特に永遠の

伴侶の選択についてあてはまることである。人は次のような事柄に

よって，ふさわしい人を見出したと知ることができる。〔１朋確に考

え，自分の心で探求する。②自分の努力に対し，確認を与えて下さ

るよう，祈りによって神の助けを求める，そして（３湘手を見つける
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ことは，永遠の創造の始まりにすぎないことを覚悟する。人は努力

なしに創造はできない。 このように，今あなたがふさわしい人を見

つけたと思 っても，新 しい生活を造 り出してゆ くにあたって，喜ん

であなたの分を，また相手 も自分の分を果たそうとしないなら，将

来いつかは，相手をふさわしくない人 と思うようになる。過去のみ

を見つめず （あなたがた２人がどのような人であれ），未来を眺め，

２人が進んでどのようになりたいと思っているかを尋ねあってみな

さい。あとの質問に対する答えが，あなたが結婚するのに，その人

がふさわ しいかどうかをもっと明確に語って くれるであろう。
旧もし
，あなたと，予期されるあなたの相手が共通に持っているも

のを慎重に考え，あなたと多 くの理想を分けあえる人を選ぶなら，

あなたが持っている真の価値で，相手と歩み寄らねばならないもの

は，ごくわずかであろう。確かに，あなたの価値にそって生活する

に必要な，確信，安心，心の平和を，相手から受け るで あ ろう。

永遠の価値を分け合う２人が，終生，共に努力 しあうなら，破局に

至る言い争いはほとんど経験しないですむであろう。 ２人が一緒に

なって解決しなければならないような不一致が将来起 こるかもしれ

ない。 しかし，もし建設的に２人の相違を解決するなら，永遠の生

活へと導 く目的に対 し一致を増すであろう。

ドー ウ ィ ン ・Ｌ ・ トー マ ス

ワ シ ン トン州 立 大 学

社 会 学 部 助 教 授

「日曜 日の勉強 や レク リエー シ ョンはどうで し ょうか」

このことを自問する人はだれであっても （私もまたある時自問 し

たことがあった），決 して答えが得 られない危険におちいる。なぜ

なら，このような質問のありかたは，間違った観点から，あらゆる

可能性を見つめて，答えを求めるからである。

この質問は要するに，「日曜日に勉強 した り，遊んだりするのは悪

いことだろうか」と尋ねているわけである。ある人がこのような活

動を有益であると考えている時に，日曜日にそのような活動を して

はいけないということが，その人には理解できないかもしれない。

そこで，つまるところ，この質問への答えは，それらの活動をする

には他の週日であってもさしつかえないということである。

だが，もしある人が違った尋ねかたをするなら，その人は，私の

信 じていることが答えになると認め得るであろう。高校時代，大学

時代，また大学院当時の日曜日をふり返ってみると，私が主から託

されたことを果たし，必要のある入々を見舞い，聖典を読んで主の

みたまを享受 した思い出が楽 しく，またそれを大事にしている。そ

の他のことは悔やんでいるものもあれば，忘れてしまっているもの

五∩４
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もある。 日曜日には，それ自体悪 くはな く （勉強のように），安息

日の特別なみたまにあずかっておれるようなことをした。 「日曜日

に，勉強や， レクリエー ションは悪いだろうか」ときく代わりに，

次のように尋ねたらもっと有益であろう。 「勉強やレクリエーシ ヨ

ンは，安息日の祝福に充分あずからして くれるだろうか。」この あ

との質問に対する答えは，それらの祝福を妨げるどのようなものも

安息日にはふさわしくないということになる。

ある人は遅れをとらないために，友達のように日曜日に勉強する

必要があると考えている。大学院の学生は特にそのように考えがち

である。私にとっては，そのような考えは問違いであると思 う。そ

のような状況で必要とされるものは，勉強の質的な面である。頭が

澄んでいて，心にやましいことがなく，敏活で，理性的に自信があ

る，そのような質的な面なのである。単に日曜Ｅｌに量を増すだけで

は，必ずしもその人に質的な時間を加えることにはならない。その

反対に，日曜日の勉強では，学生は，勉強時間に有益なさえた頭，

敏活さ，主の積極的な援助を受けているという感覚を失いがちにな

る。一方もし彼が，安息日に主が与えて下さる平安な，心を新たに

してくれるみたまにあずかるなら，勉強を役立たないものにする内

的な障害 落ち着きがな くなる，遅れているというあせり，罪の

意識 は，他の週日には普通最小のものとなるのである。

「安息 日を覚えて，これを聖 とせよ」。（出エンプ ト２０：８）人が

物事を聖なるものにするには犠牲が必要である。 この場合，学生は

主に対し日曜日をささげることである。いずれにしても実質的には

悪でない種々の活動を，来たる１週間を通 じて，安息日の聖さを保

つために，放棄することである。

テ ー リー ・ワ ー ナー

ブ リガ ム ・ヤ ング大 学

哲 学 科 准 教 授

オー ナー ズ ・プ ロ グ ラム ・デ ィ

レ クター



す べ て は よ し

メ ア リー ・プ ラ ッ ト ・パ リ ッ シ ュ

絵 ： バ ー ジ ニ ア ・サ ー ジ ェ ン ト

トミーのお とうさんは， ガーデ ン ・グローブか らカ

ウンシル ・ブ ラフスに向か う人 々の中にいま した。彼

らが 目的地 に着いたのは ６月 のはじめで雨 の季節 はす

ぎてい ま した。

ブ リガ ム ・ヤ ングは人 々にあ とか ら来 る聖徒 たちの

ために畑を耕 し，穀物 を植 え，家 を建て るよう伝え ま

した。 ６月 の終 りまで に，西部 に向か って 出発 す る人

々のための準備 は終 りま した。 ある 日， トミーは ４人

のア メ リカ合衆国兵士 が馬 に乗 ってキ ャンプに入 って
　な

来 るのを覚ました。その兵士たちは指導者に話をさせ

てほ しい とたのみま した。

昼 に， ブ リガム ・ヤングはみんなを集 め，ア メ リカ

合衆国軍 のジェームズ ・アレン陸軍 大尉 を紹介 しま し

た。 ア レン陸軍大尉 は １歩 前に進 み出て話 しま した。

「アメ リカ合衆国 は， メキ シ コと戦争 を してい ます。

大統領 は ５００人の男 の人た ちを軍 隊に入 れ， カ リフォ

ルニアに向かわせ るよ うに と私を ここへ送 っ た の で

す 。」 彼 が話 し終 わ るか終 わ らない うちに， みんなが

い っせ いにざわ めき始あ ま した。

その時 ブ リガム ・ヤングが立ち上が って 言 い ま し

た。 「も し私 たちが良心に従 って神を礼拝 す ることが

できる ところへ行 きたい と思 うな ら，大隊 を組織 しな

けれ ばな りませ ん。私 は兵 隊にな った人 が １人 も国家

の敵 の手 に落 ちない と約束 します。私 は全 力を尽 くし

て家族 の世話を します。私 は 自分 の食べ物 があ る限 り

家族 を養 います。 ５００人の兵士 が受 け取 る給料 は，谷

にいる彼 らの家族が受 け取 れ るよ うに します。兵隊 と

して行 くことは正 しい ことで あると思 います。私 はあ

なたが たが必 ずそ うす ると信 じています 。」

アレン陸軍大尉 が去 った後，集会 が開 かれ ま した。

そのあ とで，何人 かの兄弟 は義勇軍 を集 あるため， ピ

スガに向か って出て行 きま した。 トミー とお とうさん

は顔 を見 あわせ ま した。何 も話 さな くて も， トミーに

はお とうさんが何 を考 えているのかわか りま した。

２，３分 してお とうさんは前 に進み 出ま した。 トミーに

は， お とうさんが志願 しよ うとしている ことがわか り

ま した。

ブ リガム ・ヤ ングが， ピスガ山 とガーデ ン ・グロー

ブでモルモ ン大隊 の兵 を集めて もどって来た時，ふた

このパ ーキンソン兄弟 と彼 らのお とうさんがや って来

ま した。パ ーキ ンソ ン姉妹 はガ ーデ ン ・グロー ブで死

に，パ ーキンソン兄弟 は子供 たち とカウンシル ・ブラ

フスに向か って いる ところで した。彼は帰 るまでエ ラ

イジ ャとエ リザ のめん どうを トミーのおか あさんが見

ていて くれ るな ら， モル モン大隊 に志願 したい と思 い

ま した。

「トミー と私 は， お とうさんが いない間， も う１台

の荷馬車 にだれ を乗せ る ことがで きるか しらと思 って

いま した。ベ ッツ ィーも長い間，妹をほ しが っていた

んです よ。」 トミーのおかあさんは ほほえんで言 いま

した。

すべ ての準備がで き，パーキ ンソン兄弟 は トミーの

お とさんと大隊に加わ りま した。 ７月２０日，大隊 は ピ

ッ トのブ ラスバ ン ドに送 られて リーブ ンワース とりで

に向かい，それか らカ リフォルニアまでの長 い旅を始

めま した。
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トミーは大隊を見送 りなが ら， お とうさんの言 った

言葉を思い 出 しま した。 「トミー，私 はお前 を １人 ぽ

っちに して は行かない よ。兄 弟たちはお前 を助 けて く

れ るだ ろ うし，天のお と うさまはいつ もお前 のそばに

いて くだ さるのだ よ。」

大隊が見 えな くな った時，ブ リガム ・ヤ ングは後 に

残 された人 たちに話 をす るために荷馬車 の荷台 の上 に

立 ちま した。 トミーは話 に耳 を傾 けま した。

「今年 は これ以上西 へは進 まないつ もりです
。 その

かわ り川の向 こうで冬 の間キ ャンプす るこ と に し ま

す。 そ こに は冬 の間食料 とな るた くさんの野生 のえん

どうが あ ります。家畜 の分 も十分 にあ ります。・それ に

家 畜 のえ さとな る背 の高い草 もた くさん刈 りとる こと

がで きます 。」

「インデ ィア ンは私 たちがその土地 にとどま
って，

材 木や水 を使 うのを許 して くれ ま した。 おか え しに私

たちは彼 らが とうもろ こ しを刈 り入れ るのを手伝 い，

４０６

できれば彼 らとと りひ きも したい と思 い ます。」

「寒い冬 が来 る前に，草 原の草 を取 り入れ て，野原

を耕 し， そ こに作物を植 え，家 を建 て るために，働 け

る男 の人 や子供 は努 力 しな ければな りませ ん。」

「私た ちはあす，川を渡 り始 めます。荷馬車 と人 々

を運ぶの には渡 し船が あ りますが，千頭 の牛 と羊 と馬

とらば は泳いで渡 らな ければな らないで しょう。」

「私 たちの行 く手 には，大 きな苦難 があ ります。 し

か し神 さまはいつ も私 たちを守 って くだ さるので，決

して失敗す ることはあ りませ ん。」

次の 日， トミーとエ ライジ ャは ２台 の荷馬車が渡 し

船 に積 み込 まれ るのを待 ちま した。 それか ら牛を解 き

放 し川岸 へ追 って行 きま した。 エ リザ とべ ッツ ィーと

おか あさんは牛 の持 ち主 のオール ドネルを待 ってい ま

した。

トミーのおかあ さんはおそろ し くな りま した。 「向

こう岸 までかな り遠 いわ。川 は深 そ うだ し， まっ黒な
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色 を して るわ。川の中にた くさんの牛 が入 った ら， い

ったいど うな るのか しら。 で も， き っとだれかが私 た

ちの牛をつれて行 って くれ るわ 。」

トミーは， ち ょっと考えてか ら， 「おかあ さん， ブ

リガム ・ヤング大管長が， 少年 も自分 のつ とめを果 た

さなけれ ばな らない って言 ったの覚 えてる」 とたず ね

ま した。

「お互いに助 け合 お うよ」 とエ ライジ ャが言 いま し

た。

「も し私たちに助けが必要 な ら， だれ かが助 けて く

れ るわ 。」

トミー のおかあ さんは トミー とエ ライジ ャをだき し

めてか ら，エ リザ とべ ッツィー と渡 し船 に もぐって行

きま した。

トミー とエ ライジ ャは川 の中へ牛 を うま く入れてか

ら，先 頭の群 れの牛 にそれ ぞれ飛 び乗 りま した。最初

牛 はおびえたよ うで した。 それで少年た ちは牛 に しが

みつ いて行 くのはむず か しい と思 いま した。 しか し，

２，３分す る と牛 は しっか りと泳いでい きま した。あた

り一面牛で した。 その牛 は荷馬車を渡 し船 に乗 せて運

んで いる入 たちのもので した。 １頭があばれ出すまで

はすべて は うま く行 きま した。 トミーは足 でそのあば

れ牛を押 しの けよ うと しま した。 それか らや さ しい声

で話 しか けようと しま した。で もそれはむだな ことで

した。 おびえ た牛 は トミーの牛 に突 きあた り， トミー

はも う少 しで川に落 ちそ うにな りま した。 その牛 の持

ち主が 「トミー！角をつかめ」 と叫び ま した。

トミーがふ と見 ると，あばれ牛 はす ぐ横 に い ま し

た。 とて も近 くにい たので，角を つかめば，川 の中に

落 ちす ぐにその牛 の背中に乗 り移 ることができ るほ ど

で した。その ときエ ライジャは， 「今 だよ， トミー！

今だ！ 」 と大声 で叫び ま した。

トミーは 自分 の乗 ってい る牛 をその牛 の角 の方 に向

けて， おびえている牛 の角 をつかみ ま した。 も う少 し

おそか った らあぶ ない ところで した。 トミーは牛 の背

中に乗 り， その牛 を静 め ることができま した。 まもな

く牛 はむ こう岸 に向か って進 んで行 きま した。

牛 が無事 にむ こう岸 に着 くと， エ ライジ ャは， 「ト

ミー， 君はす ば らしか ったよ！」 と叫び ま した。

その牛 の持 ち主 はたいへ ん喜 びま した。 「も し君が

いなか った ら，私 たちは本 当に困 ってい ただ ろ う」 と

言 いま した。

トミーは うれ し くな りま した。 しか し彼 はそ の牛の

持 ち主 とエ ライジ ャの助 けがなか った ら，決 して そん

な ことは しよ うとも思わなか っただ ろ う， と思、い ま し

た。 また天 のお とうさまの助 けがなか った ら， うま く

いかなか ったろ うと思 いま した。

彼 はお とうさんが大隊 に入 って 出か ける時言 った言

葉 を再 び思い浮かべ ま した。 「私 はお前を １人ぼ っち

には して行か ない よ。兄弟 たちはお前 を助けて くれ る

だろ うし，天 のおと うさまはいつ もお前 のそばにいて

くだ さるのだ よ。」

お とうさん が行 ったあと，最 初に知 ったのは， すべ

て は うま く行 くとい うことで した。
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マ リア ・モ リナはひ ざの上の レースの白いハ ンカチ

をい じ りなが ら，静 かにすわ ってい ま した。彼女 は こ

の 日， ９月１８日を待 ちに待 ってい ま した。 しか し今 ま

でにき ょうほ どみ じめな思 いを した 日はあ りませ んで

した。

彼女 の青 い ドレスは，伝統的な クエカのダンス用 ド

レス （チ リの民族衣装） のよ うに見え ま した。おかあ

さんは，青 い もめん のスカー トにていねい に三段のひ

だを入れ てぬ って くれ ま した。首 にまいた三 角形のふ

ちか ざ りのあ るスカーフは，おばあ さんが身 につけて

い たもので した。 マ リアのかか との高い黒い くつは，

歩 いた り踊 った りす ると， カチカチ音 が しま した。

中央 の ラマダ （葉 の多い枝 で作 られ た 日陰） には友だ

ちや近所 の人 たちが い っぱい集 ま り， 大声を出 した り

笑 った り していま した。ユ ーカ リの木 の枝 の か お り

は，焼 きたて の ミー トパ イのかお りと混 ざ り合 って，

あた りにこうば しいかお りをただよわせていま した。

テーブルの両側にすわ った人たちの前 に きちん と並 べ

られた ミー トパ イは，マ リアにはすべて の チ リ人 に

「おめで とう，独 立記念 日／」 とい うこうば しいメ ッ

セー ジを運 ぶふかふか した包 みのよ うに見 えま した。

マ リアは 目を上 げて，両親が いるところの向 こうの

かべ のそばに友 だち とい っしょに立 っでいる弟のル コ

の方 を見 ま した。彼 は１１才 の少年 にふ さわ しい カウボ

ーイのか っこうを してい ま した。ル コはお と う さ ん

の， コピーウェイ （厚 い，青 白い花 び らの チ リの 国
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花） の花 の ししゅうが してあ る赤 と白 と青 の四角い布

で飾 られてい るぴ った りした黒 いズボ ンとボ レロを着

て いま した。彼の黒い くつ はみが きたての鏡 のよ うに

つやが出ていま した。 そ して カチカチ音を出すための

大 きな銀 の拍車 がそのかか とにはめて あ りま した。ル

コはその拍車 を動 かす こともな く， くつ に目をや りな

が ら，両手 で帽子 のつばをゆ っ くりまわ しま した。彼

は ２日前か らず っと同 じよ うなきび しい顔 つきを して

いま した。マ リアは もう彼 を見 てい ることがで きな く

な りま した。

マ リアは彼 の ところへ走 って行 って， 「あれは事故

だ ったのよ。 どんな人で も事故に合 うものよ」 ともう

一度言 いたい気持 にな りま した。

マ リアは彼 がお こるのも無理 はない と思い ま した。

２日前 に彼女 は裏 ロか らル コの 自転車を借 りて行 った

のです。 も しル コが家 にいた ら貸 して くれ ると信 じて

いた し，一刻 も早 く衣装 を仕上 げたか った か ら で し

た。

彼女は 自分の衣装を仕上げ るために， １日中おかあ

さん と一緒 にぬい物を しま した。その衣装 は少年 クエ

カ コンテス トに着 るもめで した。ル コは彼女のパー ト

ナーにな るはずで した。 そ して彼 らが優勝す ることは

まちがいあ りませ んで した。彼 らはすで に学校の競 技

会 で優 勝 してい ま した。 また先生 は，彼女 ほ ど伝統的

なチ リの踊 りを じ ょうず に踊 る人を見 た ことがない と

言 っていま した。

その 日まだ早 い うちにル コは， 「賞金の分 け前 を何

に使 うの」 とマ リアにたず ねま した。彼女 はため らう

ことな く， 「セニ・ヨー ラ ・ベアス クエズのお店 のウ ィ

ン ドーにあるお さいほ う道具 を買 うのよ」 と答 えま し

た。 「ぼ くは 自転 車に とりつけ るか ごを買 うんだ」 と

ル コはきっぱ りと した口調で言 い ま した。

おか あさん は ミシンを動かす手を休 めて， ほほえみ

なが ら２人 を見て言 いま した。 「独立記念 日は クエ カ

を踊 った り，賞金 を もらうためだ けの 日ではないので

すよ。 それ は独立 した 日の ことを思 い出す 日で もある

の よ。」

「それはみな学校 でな らったわ」 とマ リアが声 を張

り上 げて言い ま した。

「そ うだ よ。建国の父， バ ーナー ド・０ ・ヒギ ンズ

とカレ ラス とマヌ ユエル ・ロ ドリゲ スについて もみん

な教わ ったよ」ル コはマ リアの言葉につ け 足 し ま し

た。

「それ じゃ， あなた方 はこ うい うことを知 ってい る

わね。 あの人 たちはみな考 え方 が違 って いたの よ。 で

もね， ば らば らに行動 す るよ り独立 のためにい っ しょ

に働 く方 が大切 だ と考 えて， い っし ょに独立 のため に

戦 った のよ。私 にとって はその ことが ９月１８日の一番
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大切 なことだわ 。」

マ リアはおかあ さんが言 っ．た ことを考 えなが ら自転

車のペ ダルを踏み続 け ま した。道路 の左側 の平地 には

ラマ ダが建 ってい るのが見 えま した。 またその向 こう

には青 々と したチ リの海 が果 て しな く続 いてい るのが

見 え ま した。彼 女の 目は，そのよ うな景色 にすいつけ

られま した。 また骨組 みだけ しかで きていない小 さな

ラマダがた くさん建 っていて， そ こで は食べ物 が売 ら

れ た り，産物 がな らべ られ る ことにな って いま した。

突然彼女 の 目は他 のどの ラマダよ りも高 いむ きだ しの

支柱 に向 け られ ま した。 それ は コンテス トが開かれ る

はず の ラマダで した。 たぶ んル コはそこで， まわ りの

丘 か ら切 り取 って運んで来た鋭いユ ーカ リの木で骨組

み になってい る高い支 柱をお お う手 伝いを してい るの

で しょう。

その時，事故 が起 こりま した。 マ リアは落：ちていた

枝 に気 がつ きませんで した。 それはたぶん トラ ックが

一段 高 くな ってい る歩 道を乗 り越 え る時 に落ちて，坂

を ラマダの方 まで ころが って来 た ものなので しょう。

ガ タガ タン／金 属がセ メン トにぶ つか って もつれ る

よ うな音 が しま した。 マ リアは 自転車上 か らユー カ リ

の木の大 枝の中に飛 ば され て しまいま した。 あち こち

ひ っかき傷 ができま したが，大 したけがはあ りませ ん

で した。ル コの 自転車 はめち ゃめちゃにな りま した。

前 の車輪 は曲が り， スポー クは こわれて し ま い ま し

た。

ル コは全部見てい た らしく， マ リアが立 ち上が ると

同時 に，彼女 の方 に走 って来 ま した。

「だい じょうぶ ？」ル コは心配 そ うにマ リアに聞 き

ま した。 しか し自転車 を見 ると，そ の心配 はいか りに

変わ ったよ うで した。

「お店 に行 こ うと急いでいたの」彼女はわけを説 明

しま した。

「もう ２度 とぼ くの物に手 をふれないでよ！」 そ う

言 って彼 は自転車 を起 こ しま した。 そ してそれ を ぐる

っと丘 の方 に向けた時，涙 が こぼれ そ うに な り ま し

た。

「もう絶対 に／」

４１０

ル コがお こるのは もっともで した。 ２日間彼 はほ と

ん どロを ききませんで した。 マ リアが賞金 の 自分 の分

を 自転車 の修理代 に回すか らと約束 しま したが， それ

で もル コはマ リアを許 そ うとは しませ んで した。彼女

は クエカの ことばか り考 えて いま した。 そのこみ入 っ

た型 の ことや， チ リの人 な らだれで も知 ってい るその

正確 な動 きや，審査員 はどん なところを注意 して見 る

だ ろ うか などと， あれ これ考 えてい ま した。 で もステ

ップだ けで は十 分で はあ りません。 ダンスで大切 なの

は，踊 る人の姿勢 と熱意 と真 心です。 マ リアは 目を上

げて部屋 の向 こうの方 を見 ま した。彼 はまだ冷 たい表

情 を してい ま した。 しか しその 目はダ ンス会場 の方 に

向 け られてい ま した。彼女 の頭 はいろいろな考 えで い

っぱいだ ったので， アナ ウンスを聞きのが して しまい



ま した。 そ して最初 のグル ープの ４組が も う位置 につ

いて い るのにも気 がつ きませ んで した。

バ ン ドが クエカの曲を弾 き，群集 は リズムに合わせ

て手拍子 を取 り始 あま した。 マ リアの 目に は涙が あふ

れて来 ま した。葉 の茂 ったかべ や近所 の人 たち，木の

板 を しいたダンス会場が 目の前 に浮 かび上 が り ま し

た。 た とえ踊 って もど うにもな らない のに。彼女 は思

わず席 を立つ と人 々の前を通 って ラマ ダの後の出ロの

方へ かけて行 きま した。

い った ん彼女 は外 に出ま した。すず しい そよ風 が彼

女 のほほをなで， かみ にふ きつ けま した。彼女は売店

やぶ たやにわ とりを入れて ある囲いを通 り過 ぎて ラマ

ダがた くさん立 ち並 んでい る所か ら抜 け出 しま した。

２日前 自転車事故 のあった所 へ行 って，そ こで これか

らど うした ら良 いか考 えよ うと思 ったので した。

マ リアは曲 り角 のところに腰をおろ しま した。涙 が

とめどな くほほを流れ ま した。そ してそれ は白い スカ

ーフもぬ らしま した。後 ろの方 では人 々が叫んで い る

のが聞 こえ ま した。 しか しもう， コンテス トの ことは

どうで もよい と思い ま した。彼女 が考 えて いたのは，

ル コとまた仲良 くな りたい とい うことだけで した。

マ リアは後に近づいて来 る足音 に気 がつ きませ んで

した。 だれかが肩 に手 をおいたので後 を振 り向 くとそ

こには目を輝 かせなが らル コが立 って いま した。

「おかあ さんは正 しか ったね。 ぼ くたちは何か大切

な物を得 ようとす る時 には， 自分 の ことは忘れて， ま

ず 協力 しなけれ ばいけないんだね。」 彼 は マ リアに近

寄 り，マ リアが立 つのを助 けま した。 そ して 「優勝す

ることなんか どうだ って いい よ」 と彼女に ほほえみか

けて言 い ま した。 それ か ら彼 は向 きを変え ると， ラマ

ダの方へ走 って行 きま した。

マ リァは急 いで彼 の後 を追 いかけま した。ル コは彼

女 の弟 とい うことだけで はな く，彼女の一 番良い友だ

ちで した。 その ことは 自転車 よ りも，お さいほ う道具

よ りも何 よ りも，大切 な ことで した。マ リアは， も し

コンテス トが笑顔 に重点を置いて審査 され るな ら，ル

コと自分 は必ず優勝す る と思 いま した。

仔 ●

＼

，３ ０ ＼

＼
＼

’２●

点を結びましょう

１ア●

ノ　　

畑
　

凶
嚢

鎌

　

■ ’８

寿

２ ３：３

９●

．、㌔ ６ 、◎ ◎３牛

●ノ９

脹
１

１酬 『

曝
■２３

２９●

●２７

０２６０ｚ９

　 ユ　

／

／ ・２２

数 字 の パ ズ ル

ミル トン ・ハマー

１か ら ９まで’の数字 をあいていると ころに入れて，

それぞれの列の合計 が数字 と一致す るように しな さ

いｏ

簿 〔

ち ら

１／６
貯 賃 ｒ Ｆ 壽

～

ノ３

ノ∵ ＼

凱 ㌶ ㍗ぎ １，
『脳 ’ダ

㌔鶴 鵬 ㌦
ず ゆ

燈
８ ‘え ‘ε 二⊥． 乙 ‘９ ‘６ 中 ９ ‘Ｌ ‘セ ＝１一 曇

４１１



息 子 の アル マ

マ ー ベ ル ・ジ ョー ン ズ ・ガ ボ ッ ト

絵 ： ジ ェ リ ー ・ハ ー ス ト ン

息子のアルマは神を信 じていませんで した。父のアルマは

人々に，神を愛 し，いましめを守るようにしきりにすすあま

した。 しかし息子のアルマはそれに全然耳を傾けようとは し

ませんでした。 というのは彼は謙そんになることも，近所の

人たちを助けることにも興味がなかったか らで した。彼は教

会へ行 って，神様を礼拝 したいとは思いませんで した。その

当時，おとうさんの言葉を信 じようとしない若い人がた くさ

んいました。彼 らはどうしてもバプテスマを受けようとはせ

ず，真の教会にも入ろうとしませんで した。

息子のアルマは話が じょうずで した。た くみな言葉使いで

人々の心をまどわし教会か ら離れさせようとしま した。彼に

は４人の友だちがありました。それはモーサヤの息子たちで

す。彼 らはアルマを中心として，悪いことをするのを楽 しん

でいました。

主 はアルマとその友だちを愛 していま したが，彼 らの行な

いを許すことができませんで した。』

ある日彼らがひそかに神様の教会をほろぼし，主の聖徒た

ちをそこから遠 ざけよう．としていた時， １人の天使が彼 らの

前に現われま した。その天使は，まるで雲の中にいるかのよ

うに降りてきて，雷のような声で話 したので彼 らの立ってい

る地がゆれ動きま した。彼 らはとて も驚いて地上に倒れて し

まいま した。そしてその天使の言っていることがわかりませ

んで した。 しかし天使はまた大きな声でこう言いました。

「アルマよ，立ち上がって私の言うことを聞きなさい。なぜ

おまえは神の教会を迫害するのか。」

アルマは何 も言 うことができませんで した。天使は続けて

言いました。 「主はすでにその聖徒たちの祈りも神の しもべ

であるおまえの父アルマの祈 りもお聞き入れになった。おま

えの父はおまえに真理を知 らせようとして堅い信仰を持って

おまえのために祈った。それであるから，神のしもべたちの

祈 りがそれぞれの信仰に応 じてかなえられるよう，私は神の

４１２

権能 と威 力 とをおまえに認 あさせ るた めに来た。お まえは神

の能 力を疑 うことができ るか。 アル マ，悪 い行 な い を 改 め

よ。二度 と教会 を亡 ぼそ うと しては な らない。」

アルマと一緒 にいた人 たちは，再び地 に倒れま した。 アル

マの驚 きはたいへん な もので，彼 はお しにな り，話 す ことが

で きな くな りま した。そ して また彼はたいへん弱 り，手 を動

かす こと もで きませんで した。彼の友 だちはアルマをかつ い

で お父 さん の所へ連れて行 きま した。彼 をお とうさんの前 に

置 いて今 あった ことをす っか りアルマのお とうさんに話 して

聞かせ ま した。す ると，お とうさんはそれがまった く神 のみ

力で あることを知 って とて も喜 びま した。

そこで父親 の アル マは，主 が自分 の息子 と友だ ちになされ

た ことをす ぐに知 らせよ うと して， おおぜ いの人 を呼び集 め

ま した。そ して人々や祭 司たちは断食 を して祈 り，息子 のア

ル マが物を言 え るよ う口を開いて下 さるよ うに， また その手

足を強 くして下 さるよ うに， そ してまた民 の目を開いて神の

恵 み と栄光 とを認 め させて下 さるようにと願 いま した。

２日 ２晩 して， アルマは立 ち上が り話 し始 めま した。そ し

て アルマは言 いま した。 「私 はあが ない主を しりぞけ，父 か

ら教 え られた真理 を否定 して いま した。で も私 は罪を悔 い改

めて主 はあが なわれ ま した。私 は暗やみの中にいま したが，

今 は神 の驚 くべ き光 を見て います。主は ご自分の造 ったすべ

ての ものを忘れ たまわない ことと，主 がた しかに神 であ るこ

とを，私 は知 って います 。」

この時か ら， アル マとモーサ ヤの ４人 の息子 は宣教師 にな

り．ま した。彼 らは多 くの人 々に真理 を知 らせ，主 が生 きて お

られ る ことを のべつたえま した。



ブ リガム ・ヤ ング と社 会 的責 任

ア ー サ ー ・Ｒ ・バ セ ッ ト

ある若者は，それまで通 りの生活を

することに満足 している。 しか し，人

生はどうあるべきかという考えが少 し

で も脳裏をかすめた人は，自らの力で

その夢を現実に変えるために，あ らゆ

ることをみるまでは決 して 満 足 しな

い。

ブ リガム ・ヤ ングはそのよ うな若者

ソル トレーク市で１８

５０年に写されたブリ

ガム ・ヤングの銀板

写真

だった。彼は想像力に富み，可能性を

追い求める人であり，この地上に神の

王国を建てるということに全 く心を奪

われていた。彼にとってこの王国は天

上の幻ではなかった。それは自然の可

能性であり，新 しい生 き方であり，社

会にとって新 しい模範であった。そし

てこの夢はエレミヤの言葉を借 りるな

ら， 「主 の言葉が私 の心 にあって，燃

える火 のわが骨 の うちに閉 じこめ られ

る」 ようにな るまで，彼の心に生 きつ

いて いた。

彼 は， 「私は これまで ジ ョセ ブ ・ス

ミスが予言者であ ることを知 って きた

こと，また神の御子 の再 降臨 に備 えて

すべての物 が整 うまで，私 たちはジ ョ

セブ ・ス ミスが始めた仕事 （神 の王 国

の建設 ）を続 ける力を持 っている こと

を考え る時，いつ もハ レルヤと叫 びた

い気持 になる。 これ は末 日聖徒 に課せ

られた任務 であ り，私 たちのなすべ き

務 めである」 と言 った。

この夢 は，彼 の目標 に も生活 に も，

そ して最後 は永遠 の行 く末 にも影響を

及 ぼ した。

ブ リガム ・ヤングのように，若 いう

ちにそのような目標へ心 を開 くことの

で きる入 々は，本当 に幸 わせであ る。

彼 は もし目的が あ り，特 にそ の目的が

この地上に神の王国を建設 す ることで

あるな ら，そのため に払 ういかな る犠

牲 も重 荷にはな らない と思 っていた。

彼 はニューヨー ク州 メン ドンで大 工を

していたが， この 目標 を実現 させ るた

めに，その仕事 をやめた。 それか ら彼

の勢 力的な活動 が始 ま り， ソル トレー

クに家 を建 てるまで， わずか の間 も手

を休 める ことはなか った。

ブ リガム ・ヤングは１８３２年 の早春，

雪 の降 る 日にバ プテスマを受 け， その

場 で按手礼 を受 けだ。 また服が乾かな

い うちに， そ こか ら２マイル離れ た彼

の家 で長老 に聖任 され た。そ して最初
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の妻がな くな り，予言者 ジ ョセ プ ・ス

ミス との初めての会見を した重大 なそ

の年が まだ終わ らない うちに，ブ リガ

ム ・ヤングは再び雪の中を伝 道に出て

行 なった。今度は カナダの人 々 とこの

すば らしい福音を分 ち合いたい とい う

思 いにか られて のことだ った。

確かではな

いが，ブリ

ガム ・ヤン

グの最も初

期の写真と

思われる。

１２月の寒 い中を， プ リガ ム ・ヤング

と彼 の兄弟 ジ ョセ フは， カナダの奥地

のキング ス トンに向けて徒 歩で旅行 を

始めた。

この ２人の若い長老 は， ひ どい雪 の

中を４００ｋｍ も歩 かなければな らなか っ

た。 その旅路 のひ どさとい った ら，深

さ４５ｃｍの雪の下 に泥 が ３０ｃｍ もあ ると

いった あ りさまで あった。雪の下 にま

で も ぐって しまうような ところを歩 い

たことの ある人な ら， この ２人 の経験

が どんな に大変な ものであ ったかわか

るで あろう。 その苦境 に加 えて， この

旅行中 １０ｋｍの道 は 氷 におおわれてい

た。氷はたいへん薄 く，足がその下 ま

で も ぐって しまい，靴 の半 分の ところ

まで水が しみ こんだ。

２ヵ月 の間 ２人 の宣教 師はその地 で

伝道 し，４５人 にバ プテスマを施 した。

自分 自身の弱 さを知 った ことのあ る

若者 な らだれで も，ブ リガ ム ・ヤング

にとって も，伝 道生活 は容 易な ことで

はなか った ことを知 って，感謝 す るこ

とだ ろう。彼 は 自分 で も 「人 を十分理

解 させ ることので きる言葉 はほ とん ど

ないのではないか」 と考 えた。

そ して彼 は 「私 は，人 々の前 に教 え

を示 して もそれを どう表現 してよいか

わか らない時に， どんなにか頭 が痛か

った ことだろ う。 しか し私 は意志 を強

く持 っていたので，いつ も最善 を尽 く

した」 と冨 ってい る。

ブ リガ ム ・ヤングは さらに １年 を伝

道 し，その後 カー トラン ドに小 さな家

庭を持 った。そ こで彼 は予言者 ジ ョセ

ブ ・ス ミスと親 し く交 わ った。 さらに

２０人が，彼の ２度 目の伝道 で王 国に入

った。彼 はその人 たちを カー トラン ド

に導いた。そ して後 に彼 らを導 いて西

部へ移動す ることにな った。かつて，

ブ リガム ・ヤングはオハ・イオ州 の北部

にあるカー トラン ドの静 かな小 さな町

に落 ちつ いて，予言者 ジ ョセ フ ・ス ミ

スか ら，心 の清い人々の住 む シオ ンに

ついて学んだ。

シオ ンを起 こすための もう １つの大

きな犠牲 は，１８３４年に ブ リガム ・ヤ ン

グが， ジ ョセブに同行 して 「シオ ンの

陣営」に加わ った時にや って来 た。 ミ

ズ ー り州 の聖徒 が暴徒 に家 を追 われ，

助 けを必要 と してい るとい う知 らせ が

カー トラン ドに届 いた。助 けを求 め る

その訴 えはカー トラン ドの兄弟たちに

向 け られて いた。 ジ ョセブと ２０５人 の

兄弟 たちはこの嘆願に応 じた。 力には

力で立 ち向か おうと したのであ る。 そ

の陣営 の人 々は，長旅 の果 てに死が待

ち受 けて いるか も知れない と考 えてい

た。

ブ リガム ・ヤングの時代の人 々は長
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ブ リガム ・ヤ ン グの 眼

鏡 。 １組 の レンズ は 日

常 用 で ， も う １組 は 読

書 用 。
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く歩 くことに慣 れておいたが， このよ

うな行進 は初 めてだ った。 ヤング大管

長 は後 日，宣教 師 として働 いていた時

には来 る日も来 る日も歩 き続 け，足か

らは血が出 るほ どだ ったが， しか しそ

の伝 道活動 も，初夏 の暑 い中 を毎 日行

進 した あの時の苦 しさに比べ た ら楽 な

ものであ った と語 ってい る。

行進 を続 けてい くうちに激 しい疲労

が人々を襲 い， 忍耐心 が弱 くな り，わ

ずかの ことに も気 を とが らせ るよ うに

な った。そ してついに，激 しいけいれ

んを起 こ して死んでい く恐 ろ しい コレ

ラが発生 した。 これ より ２年前 にアメ

リカで はコレラが大流行 した。そのた

めその徴候 は よ く知 られていた。 それ

は下痢 と発作的な吐 き気 とひ どいけい

れんが起 こ り，顔 が青 くな ってやせ衰

え，脱水状態 にな って手足が冷た く黒

ずんで きて皮膚 が しわだ らけにな るの

で あった 。１日に，さ らには ！時間に何

人 もの人が亡 くな った。病人 は， あた

か も斧で切 り倒 され るかの ようにバ タ

バ タと倒れてい きそ うな気 配 で あ っ

た。 シオンの陣営にいた人の中には，

そ こか ら逃げ出そ うとす る者 も出て き

た。 しか しブ リガム ・ヤングはそ こを

去 ろうとは しなか った。 ジ ョセ ブ ・ス

ミスは病人 の看病 を し，死人を埋葬 す

るため に最 も活発に働 いた １人 と し

て， ブ リガム ・ヤングの名前 を記録 し

てい る。 シオ ンの陣営 での経験後 ま も

な く， ブ リガム ・ヤングは１８３５年 に組

織 された最 初の十二使徒評議 員会 の一

員 と して， ジョセブ ・ス ミスよ り召 さ

れた。新 しい召 しは，ブ リガ ム ・ヤ ン

グに多 くの変化 を もた ら し，彼 は今 ま

で以上 に責任 の重 さを感 じ た の だ っ

た。 しか しイエス ・キ リス トの再降臨

のため にすべてが整 うまで， ジョセフ

・ス ミスが始めたその仕 事を続 けると

い う彼の生涯 の 目標 は何 ら変 わ らなか

った。 これか ら大 まかに述べ る使徒 の

ブ リガム ・ヤングの ２つの経験 は彼 が

目標達成 のためにたゆまぬ努 力を した

ことを物語 ってい る。 どち らも１８３９年

の出来 事であ ♂。

その １つは ２月の ことであ った。 ジ

ヨセ フ ・ス ミスが リバテ ィーの牢獄 に

捕 われていたので， ブ リガム ・ヤング

は十二使徒評議員会会長 として教会 の

実務 を管理 していた。彼 にその新 しい

責任 が与 え られたのは， トーマス・Ｂ・

マー シュが背教 し， クル ック ト河畔 の

戦 いでデ ビッ ド・Ｗ ・パテンが戦死 し

たたあであ った。 当面 の問題 は聖徒 を

ミズ ー リ州か らイ リノイ州 に移動 させ

ることであ った。ほ とん どの人 々は移

動 のたあの十分な準 備を していなか っ

た。そ して急に立 ち去 るとい うので，

自分だ けなん とか逃 げ ようとす る気配

が強か った。 しか しブ リガ ム ・ヤ ング

は，心 の中で これは神の真の聖徒 の と

るべ き態度ではない と考 えた。 もし人

々が愛 と哀れみを持 たず，お互いを気

づか うことを しないな ら，社 会は決 し

て長続 き しない ので ある。

そこで会が召集 された。署 名者 は，

貧 しい人 々がみな一緒に去 ることがで

ブリガム ・ヤングの専

用列車の絹線ビロー ド

張 りの椅子。

きるよ うになるまで助 けるという誓約

を立 てた。 ブ リガム ・ヤングと彼 の家

族 は， ヒーバー ・Ｃ ・キンボール の家

族 を伴 なって （キンボール長老 は ミズ

ー リ州に とどまった）寒 い ２月 の空 の

下 を荷 馬車 でイ リノイを目指 して出発

した。それはモルモン教徒 の移動 の中

で最 も勝手 の違 う移動 の １つ で あ っ

た。

凍 りついた ミズー リの平原 を ３０ｋｍ

ほ ど進んだ後，ブ リガ ムは馬車 を止 め

妻 と ５人の子供 のために仮小屋 を建て

た。そ して彼は出発 点へ戻 り，貧 しい

人々や聖徒 を何 人か馬車 に乗 せて，家

族の ところへ戻 った。彼 の往復 した距

離 は，実際彼の仲間たちの進 む ３倍 に

あた った。その後旅 の終 りに，イ リノ

・ｆ州 クィ ンシーで感 動的 な会合 が開か

れた。貧 しいために去 ることができず

まだ ファーウェス トに とどまっている

５０家族の ことを知 った クイ ンシーの聖

．磁

，蕊
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徒 たちは， もう一度 一堂 に会 した。 そ

して帽子 や上 着や靴 な どわずか に残 っ

てい る持 ち物 を売 って この移動 のため

の資金 に したい と申 し出た。 ブ リガム

・ヤ ングは次 のよ うに述べ ている
。

「私 たちはパ ンをさいて
，聖餐に あ

ずか った。 その会 の終 りに５０ドルのお

譲 隔 ．

縫畷無 ’

１８５５年 頃 に ブ リガ ム ・ヤ ング の 住 居 と して 建

て られ た 。 ２０の とが った 屋根 を 持 つ ライ オ ン

・ハ ウ ス。 ブ リガ ム ・ヤ ング は １８７７年 ここで

死 亡 。
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金 が集 ま り，兄弟 たちを連れて戻れ る

ように と数頭 の馬 が寄付 され た。寄付

した人 の中には夫 と息子 をハウ ンズ ミ

ルの大虐殺 で失 なったウ ァーレ ン ・ス

ミス未亡人が いた。彼女 は この慈善伝

道 のためにたった １頭 しか ない馬を差

し出 したので ある。」

このよ うな経験やそ の他 似た ような

多 くの経験を通 して， ブ リガム ・ヤ ン

グは，人 々がみな愛の うちに移 動 し，

愛 とお互いへの思 いや りに基 づいたキ

リス トの望 まれ るような社会 を建設 す

る能 力を持 ってい るとい う強 い確信 に

奮 い立 った。

神 の王 国建設 のためにはいか なる犠

牲 を も払 うとい うブ リガム ・ヤ ングの

決心 を示 す もう １つの出来事 は，イギ

リスへの伝道活動 を含む１８３９年 ９月か

ら１８４０年 ２月 の間 に起 こった。 その焦

点 となるのはニューヨークへ旅行す る

時の ことであった。十二使徒が特別な

伝道 に出 る時が来 た。 しか しブ リガ ム

・ヤ ングは
， ほか の多 くの兄弟た ちと

同 じように， マラ リヤの症状を見せて

倒れ た。

全身 の痛み に苦 しみなが らも，アイ

オワ州 のモンテローぜで彼は どうにか

こうにかベ ッ ドか らはい出 して，旅行

に出る身支度 を整 えた。彼は 自分の外

套 を持 っていなか った ので， まにあわ

せ に， ゆ りか ご用 の掛 け布 団 を 使 っ

た。彼 の子供 たちはみ な熱病 にかか り

病床 にあった。妻 もまた病 気であ りな

が ら，小 さな生後 １０日の子供 の世話 を

しなければな らなか った。 ミシシッピ

ー川 まで そこか らわずか １６０ｍ であ っ

たが， ブ リガ ムはその岸 までさえ も歩

くことがで きなか った。近所 の入が荷

馬車 を したてて くれ， ブ リガム ・ヤ ン

グはそれにや っと乗 り込 んで川 まで連

れて行 って もらった。川 に着 くと彼 は

対岸 まで舟 を こいで もらった。 そ こか

ら， イス ラエル ・バ ー ローが彼を馬 に

乗せ， ノーヴーの ヒーバ ー ・Ｃ ・キン

ボールの家 まで連れて行 った。そ こで

彼 は倒れ， ４日間身動 きがで きなか っ

た。

つ いに出発 の日が来た。宣教 師た ち

は東 の方 を目指 して去 って行 った。 ブ

リガム ・ヤングは荷馬車の後部 に乗 っ

た。 インフル エンザの苦 しさを知 って

いる人は，熱病 にかか っていたブ リガ

ム ・ヤングが，イ リノイ州 とイ ンデ ィ

アナ州の間のいなか道 を荷 馬車 にガタ

ガタ揺 られて行 つた時， どんなにつ ら

い思 いを したか想像 で きるであろ う。

４ヵ月後 ，ブ リガ ムはついにニ ュー ヨ

ーク市 に着いた。 しか しまだ苦難 の道

は続 いた。 ブル ックリンでフェ リーボ

ー トに乗船 す る時，彼 はど うしたわけ

か落 ちて しまい，大 きな鉄 の輪 にぶつ

か って左 の肩 の骨 をはず し て し ま っ

た。 ２人 の兄弟が彼 を しっか りと甲板

に押 さえつけている問 に， パーレー ・

プ ラッ トが彼 の手 をつかみ， ブ リガム

・ヤ ングの脇 に足 をか け， その手を引

っぱった。 その苦痛 は耐 えがたい もの

であったが， ヤ ング長老 は右手でそ の

肩 の骨 をつ いだ。 そ して彼 らがた き火

のと ころへ連れて来た時， ヤング大管

長 は意識 を失 って しまった。その後数

日間， 自分で服を着 る ことがで きなか

ったＱ

気 の小 さい入な ら， こうな るずう と

１８５０年当時の大管長
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１８６７年，エコーキャニオンを下って

移動するモルモン移住者の写真。

以前 に失望 し，途 中で挫折 したに違 い

ない。 しか しブ リガム ・ヤングは神の

王 国建設 にかかわ る ことを決 して中途

半端 にす る人 ではなか った。彼 は船 に

乗 り込 み， イギ リスへ行 く途中ず っと

船酔 いに悩 ま された。 イギ リスに着 い

た時はひ ど くやせ衰 えていたので彼 の

い とこの ウイ ラー ド ・リチ ャーズで さ

え， それが彼だ とわか らなか った。

何 ヵ月 もの熱心な伝道活動の後 ，彼

は家へ戻 った。彼 の犠 牲は主に受け入

れ られた。 ノーヴーに帰 り着 くと， ヤ

ング長老 は次 のような祝福 の言：葉を受

けた。

「親愛 な る兄弟 ブ リガム・ヤングよ。

誠 に主 か くの如 く汝 に告 ぐ。 わが僕，

ブ リガ ムよ。汝は もはや今 までの如 く

に，汝 の家族 と離 るるを汝 に要求せ ら

るることな し。汝の捧物はわが喜 ぶ と

ころなれば な り。

わが名 のため に為 した る旅行中の汝

の働 き と，勇苦 はわが認む るところな

り。

され ば汝 はわが言 を広 く世間 に及ぼ

す ことを為 し，今 よ りこの後 いつ まで

も汝の家族 を特 に護 るべ き こ と を 命

ず。 アーメン。」 （教義 と聖約 １２６：１

一 ３）

これはブリガム ・ヤングが予言者 と

しての務めを果たすための準備となっ

た。彼はこの地上に神の王国すなわち

地上のシオンを建設するという強い意

志に従い，一度ならず幾度 も文字通 り

自分の命を投げ出して神の務めを果た

した。彼は自分の生活すべてをその目

的のために捧げた。彼は心からそれが

正 しいと信 じていた。

そのように十分な準備を したために

後に彼は理想的な社会を建設するため

に人々を導 く人として主の目に最も適

う人 となった。彼のキリス トへの献身

は完全なものであった。主の予言者と

して，彼は晩年 このように述 べ て い

る。

「私は絶えず夢の中にシオンを描い

てきた。私たちは天使やエノクやその

仲間が来てシオンを建てるのを待つこ

とはない。私たちがそれを建てるので

ある。私たちは自分で小麦を育て，家

を建て，農場の囲いを作 り，ぶどう園と

果樹園を作 り，私たちの心をなごませ

幸せにするいろいろなものを生産する

のである。そしてこのようにして，私

たちはこの地上にシオンを築き，あら

ゆる汚れか らそれを清めるのである。

（生活の問題を述べている この言 葉

は，今 日の私たちにとって重要なもの

である）」

さらに彼は続けた。

「私たちは自らの力をあらゆるとこ

ろに及ぼそうではないか。私たちの耕

した土，私たちの建てた家，そして私

たちが所有 しているすべてのものに神

聖な力を及ぼそう。 もし私たちが堕落

した仲間を持つことを改め，私たちの

心の中に，家に，市に，国中に神のシ

オンを建設するなら，最後に私たちは

この地上の勝利者となるであろう。な

ぜなら私たちはこの地上の主だか らで

ある。そうすれば，あざみの代 りに人

の食物 となり，地上を美 しく色どるい

ろいろな植物が生えるであろう。」

つまり，ブ リガム・ヤングが計画 し

た社会の建設 とは，ただ単に多 くの市

や果樹園を作 ることではなかった。そ

れは天使が住まうにふさわ しい宮居を

建て，地上に天国の一部を建設するこ

とであった。そのために教育は大切な

役目を果たす ものであった。そして彼

は，西部のシオンが，私たちの模範か

ら何かを得ようとして集まる世の人々
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の名所 になる ことを期待 して いた。

彼 の夢 はなお多 くの点で満た されて

はいない。 なぜ な ら，私 たちの多 くが

その重要性 を理解 して いないか らで あ

る。 ある人 は私 たちの世代 に こう尋ね

たがる。 「今 日の教会 において， ブ リ

ガム ・ヤ ングのよ うな心 を持 った若者

は どこにいるのか。」それ に対す る答 え

は こうであってほ しい。 「ここにいま

す。ま さに この ワー ド部 に， この支部

にいます よ。」

注 １ シオンの陣営一 啓示によって１８３４

年 ５月７日に編成された。 ジョセブ ・

ス ミスは，それぞれの隊長を持つ幾つ

かの隊の総司令官であった。

年 令

１８０１．６．１ 一

１８１５

１８２４

１８３２

１８３４

１８３５

１４

２３

３１

３３

３４

ブ リガ ム ・ヤ ン グ の 生 涯

（１８０１～ １８７７） 、

バ ー モ ン ト州 ウ ィ ッテ ィ ンガ ムで 出 生。

母 親 死 亡 。 生 計 を 立 て る た め 働 き ， 大工 と な る。

ミ リア ム ・ワー ク ス と 結婚 。 彼 女 は １８３２年 に死 亡 。

バ プテ ス マを 受 け ， 長 老 に 聖 任 さ れ る。

メ ア リー ・ア ン ・エ ン ジ ェル と結 婚 。

使 徒 に 聖 任 さ れ る。

１８３９－ ４１ ３８－ ４０ 英 国 で 伝 道。

１８４４ ４３ ジ ョセ ブ ・ス ミス 殉 教 。十 二 使 徒 評 議 員会 会長 と して ，教

会 の 指 導 者 と な る。

１８４６－ ４７ ４５－ ４６ 聖 徒 を ソル ト レーク に 導 く。

１８４７ ４６ 大 管 長 に支 持 され る。

１８５０ ４９ ユ タ准 州 の知 事 とな る 。

１８５３ ５２ ソル ト レー ク神 殿 の 首 石 を 置 く。

１８５７－ ５８ ５６－ ５７ ユ タ戦 争 。

１８６７ ６６ タ バ ナ ク ル完 成 。

１８７７ ７６ 西 部 の 最 初 の 神 殿 ， セ ン ト ・ジ ョー ジ神 殿 が 献 堂 さ れ る。

１８７７．８．２９ ７６ 死 亡 。

ブ リ ガ ム ・ヤ ン グ

４１８

ブリガム ・ヤングのために

特別に作られた机。彼と副

管長が使った。



しばらく前に，私はある大実業家が，

成功するための方法 として興味深い話

をしているのを聞いたことがある。彼

が何かを達成することについて考える

時，まず第一に行なうことの １つはい

かなる状況下にあってもしてはならな

いことをはっきり定めることだという

のである。すなわち，もしだれかがビ

ジネスに入ろうとするならば，そこに

は前もって完全に永久に禁止 され，制

御されるべき不正直な行ないや，不当

な手段が存在するのである。あるいは

また幸福な結婚を計画する時にも，決

してあってはならない不義や不誠実が

存在する。行なってはならないことを

完全に排除する時，人は自分のすべて

の時間と精力をなすべきことに集中で

きるのである。

しか し重要な事柄を左右するしっか

りした永続性のある決定を下 しそこな

った時に我々は常に大きな問題にぶつ

かる。ある精神病医はかつて患者に，

「あなたは決心をする時に何か困難を

感 じますか」 と聞いたことがある。す

るとその患者は 「まあそうともそうで

ないとも言えますね」 と答えたのであ

る。 このようなどちらとも言い切れな

い人問は弱い人間である。決心のでき

ない人は自分の間違いの許容をはるか

に超えて間違いをする人なのである。

最近，道徳的な問題で助けを求めて

きた人に次のように質問された。 「あ

なたは次の誘惑が起 こった時，どうす

るつもりですか。」すると彼はこう答え

た。 「次の誘惑がどんなものかわか ら

ないのにどうして答え られるで しょう

か。」 もしこの人が後悔で苦 しんで い

る時にもしっかりした決心がつけられ

ないようでは，悪の心によって再び欲

望に火がついた時にどうなるのだろう

か。たしかに我々は道徳，正直，誠実

勤勉，宗教等の大切な問題に対 しては

っきり決心することを無視 した時に，

我々自身か ら重大な不利益をこうむる

のである。このような失敗を前 もって

避けるための最 も良い実例は，主が古

代イスラエルをこの地上で最 も偉大な

国にしようとされた時に示 され て い

る。彼 らはエジプ トの束縛をまぬがれ

て ３ヵ月たってか ら，シナイ山の前で

野営をした。その時，神は彼 らに十戒

をお与えになった。それには彼 らがい

かなる状況下にあってもしてはならな

いことが含まれていた。 というのも，

神御 自身でさえも，殺人者， うそつき

盗賊，無神論者，姦淫をする者，そし

て安息日を破 る者たちを偉大な国民に

することはおできにならなかったか ら

である。

主はあきらかに，御 自分のお与えに

なった十戒をできる限り人々の心に印

象深いものとされた。このことから，

ある会社で仕事を免除された技師長の

話が思い起こされる。彼は社長になぜ

自分が解雇されたのかを尋ねた。する

と社長は， 「あなたのおかげで大きな

損害を受けたか らですよ」と言 った。

そこで技師は， 「でもあなたは私が特

にしないように忠告 したことを覚えて
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いるはずです。」 すると社長は， 「そ

う，確かに私は君が私たちに してはい

けないと忠告 したのは覚えている。 し

か し君が私たちに忠告 した時，机をた

たかなかったで しょう」と言 ったので

ある。

ある考えについて強調する方法がし

ば しば考えそのものと同じ程重要な時

がある。最近ラジオで，ある牧師が十

戒はあまりにも時代遅れのものである

か ら，自分の教会ではこれ以後話 さな

いつもりであると言 っていた。彼はま

た，その言葉は今日の我々の弱い感覚

には厳 しすぎるとも言 っていた。 この

牧師は主が 「戒める」 とか 「汝す るな

かれ」というような強い言葉ではな く，
「～するように勧める

」 「～した方が

よいと思う」というようなやわらかな

ひびきを持つ言葉を用いるべ きだった

と感 じていたのである。 しか しやわら

かな言葉はしばしば弱い意味 と，その

こと自体がすでに神聖への侵害を伴っ

た，やわらかな姿勢を作 り出すのであ

る。

我々は現代の有害な許容というもの

が，いくつかの最 も重大な罪の原因に

なっていることを知っている。 しか し

主は十戒に関 してはいかなる許容も認

めてはおられない。主はかまどから煙

が上がるように煙の立 ち登 るその山の

火の雲の中に降 りてこられ た ので あ

る。主は山が動き，人々が震えるよう

な力を伴 って来 られたのである。それ

からその聖なる山の稲妻の光と雷のと

どろ く中で，神は人々に彼 らの守るべ

き基本的な律法 と彼 らが してはな らな

いいくつかの事柄を伝えられた。

１．あなたはわた しのほかに，なに

ものをも神としてはな らない。

２．あなたは自分のために偶像を造

ってはな らない。

３．あなたは，あなたの神，主の名を

みだりにとなえてはならない。

４．安息 日を覚えて， これを聖とせ

よ。

５．あなたの父と母を敬え。

６．あなたは殺 してはならない。

７．あなたはｉ姦淫 してはならない。

８．あなたは盗んではならない。

４２０

９． あなたは隣人 について，偽証 し

てはな らない。

１０． あなたは隣人 の家をむ さぼ って

はな らない。

（出エ ジプ ト２０：３－ ４， ７－ ８，

１２－１７）

これ らのわずかな言葉は３０秒 もかか

らないで読む ことがで きる し， さらに

もし我々が これ らの言葉に 従 う な ら

ば，それ らはすみやかに我々の地球 を

神の楽園 に変えて しま うであろ う。 し

か し，我々はそれ らの重大 な律法 に従

わないだ けでな く， 多 くの人 々は十戒

が何であ るか さえ知 らないのである。

１人の男がかつて友人 に次 のよ うに言

った。 「もし君 が十戒 の中の １つ を暗

唱で きた ら ５ ドルあげよ う。」彼 の 友

人は これに挑戦 し，次 のよ うに言 って

自分の知識 を示 そ うと した。 「私 は今

ねむ りにつきます。 ど うか主が私を守

りた もうよ うに。 もし私が 目ざめる前

に死 ぬよ うな ことになるな らど うか私

を天 国へつれ て行 って下 さるように。」

す る と彼 の友人 は こう言 った。 「さあ

お金だ よ。で も君が そん なにで きると

は思わ なか った 。」

しか し，我々が十戒を破 ってい るの

で，十戒 もまた我々を破滅 させてい る

ので ある。我々はエゼキエルの予言 を

成就 してい る。彼 は こう予 言 して い

る。 「罪を犯 した魂 は必 ず死 ぬ。」（エ

ゼキエル１８：４）罪 は非常 に重大 な こ

とであ る。 なぜ な ら， マル チン ・ル タ

ーは， かつ て次 のよ うに．言 ってい るか

らであ る。 「１つ の悪徳 は１０の美徳を

圧倒 して しま う。」

銀行家が １つ の負債を同 じ額の資産

で帳消 しにす る ことは可能 か も知 れな

い。 しか し，それ よりさ らに重大 な人

生 の会計計 算においては，それはでき

ない。なぜな らい くつかの偉大 な美徳

はた った １つの悪徳 によ ってだあにさ

れて しま うか らであ る。最近重要 な任

務 を受 け る ３人 の人 につ いて討議 して

いた。 その うちの １人 は こ う言 わ れ

た。 「彼 は熱心 に働 くし， 自分の仕事

も良 く知 って いる。 しか し彼 は不正 直

だ 。」 ２人 目については こうだ っ た。

「彼は非常 に正直で有能な人だ
。 しか

し彼は働 こうとしない。」 ３人目の人

についてはこう言われた。 「彼は非常

に有能だ し皆にも好かれている。 しか

し彼は不道徳だ。」賞賛はすばら しい

ものであっても評価が欠点に及ぶ時，

人はきび しい注意を払 うべ きで あ ろ

う。あなたは少 しの不道徳を少 しの勤

勉さで帳消 しにすることも，また少 し

の不正直を少 しの能力で帳消 しにす る

ことも，そ して少 しの無神論を少 しの

善意で帳消 しにすることもできないの

である。

去年 アメリカ合衆国では４００万人以

上の人々が５０ドル以上の盗みの罪で逮

捕 された。それらの内，およそ７７万 ７

千人は自動車強盗であった。現在多 く

の人々は十戒を彼 ら独自の解釈による

新 しい道徳に置きかえている。．我々の

まわりには数えきれない偽 りがあり１５

分おきに殺人や自殺が起きている。こ

れは律法の意味を次のように修正 して

いることになる。すな わ ち，あ な た

は，だれかがあなたの邪魔．を している

のでなければ殺 してはならない。あな

たは，あなたの配偶者がきらいでなけ

れば姦淫 してはならない。あなたは他

により良い老えを持 っていなければ私

の他に他の神を持 ってはならない。そ

してある人々はすでに，神より与えら

れた責任観念を拒否するまでになって

しまったのである。

最近ある若い女性が大衆雑誌の記者

に十戒を破るのは悪いことかどうかと

いう質問を受けた。すると彼女は 「何

が悪で何が善であるかをのべる資格は

ありません」と答えた。またある人々

は悪であろうがなかろうがそんなこと

は関係ないというのである。 しか し，

我々の時代に，主はシナイ山か ら与え

られた偉大な律法を再び確認され，強

調 されたのである。教義 と聖約の５９章

で主はこう言われている。

「汝盗むなかれ。また姦淫を犯すな

かれ，また，人を殺すなかれ。また何

事にて もこれに類することを為すこと

なかれ。」（教義と聖約５９：６）しかし

我々は，多 くの 「これに類すること」

を行なって十戒を破 っている。半信半

疑 の人や目的を達 していない人々は，
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罪 によ りて堕落 は来れ り。 その堕落

によ りて死 は来れ り。汝 ら水 と，血 と

わ が創 りし霊 とによ りて この世 に生れ

たれば，塵 よ りして生 ける 『霊 の結合

体」 にな りぬ。 され ば，誠 に汝 ら水 と

「みたま』 とによ りて再 び生れ，わが

生 み し独子 の血 によ りて清め られて天

の王 国に入 らざるべか らず。か くして

汝 らす べての罪 よ り清 め られ， この世

に於て永遠 の生命 の言を受け，来 るべ

き世 に於て永遠 の生命， まことに不死

不滅 の栄光を受 くるな り。

そは汝 ら水 によ りて誠 命 を 守 り，

『みたま』 によ りて義 とせ られ，血 に

よ りて聖 め らるる故 な り。

この故 に，天 の記録，慰 め主，不死

の栄光 に属 く平和 なること，すべての

ものの真理，すべて の ものを生か しす

べて の ものに生命 を与 うるもの， また

智恵 と憐み と真理 と正義 と審判 とに よ

りてすべて の ものを知 りすべての権能

を有す るものを汝 らの中 に宿 らしむ。

見 よ，今われ汝 に告 ぐ， こはこれ よ

り 「時 の絶頂」 に来 るべ きわが生み し

独 子 の血 によりて，すべての人に来 ら

しむ る救 いの計画 な り」。（モーセ ６ ：

５７－６２）

このように， この世 の創造，救いの

計画 すべてが我 々のためにある。 ど

の両親 もその ことを知 らね ば な ら な

い。 そ うすれば， マ ミー ・ジェーン ・

コールが 「子供 の訴 え」 と題す る詩の

中 で，非常 に適切 に うたって いるよう

に，子供 らの望 みに こたえてや る こと

が でき るで あろ う。

「私は子供です。

私の来 るのを

すべての世界が待っています。

私がどのようになるか

すべての地球が興味をもって

みつめています。

文明は定まりません。

私がきょうあるように

あすの世界があるか らです。

私は子供です。

私はあなたの世界へ

やってきました。

なんにも知 らずに，

なぜ やって きたのか，

ど うしてやって きたのか，

私 には不思議で

興味 があるのです。

私は子供です。

私の運命をあなたは

自分の手のうちに握っています

私が成功す るも，失敗するも

あなたがほとんど決めて しまう

のです。

お願いです。 しあわせにするもの

を与えて下さい。

どうぞ，私を導いて下さい，

私が世界を祝福できるように」。

「お願 いです
。 しあわせにす る もの

を与 えて下 さい 。」 その子供 の訴 え に

こたえ る父母 の責任 はなん と素晴 らし

い もので はなか ろうか。まず心に浮 か

ぶ のは，我 々は持た ざる ものを与 える

ことはで きない とい うことで ある。我

々は両親 と して， しあわせにす るもの

を持 ちあわせて いるだ ろうか。そ の根

幹 になる ものは， モーセに啓 示 された

神 の計画 について の知識で あ り，我々

はその計画 に従 って生 活 しよ うと試み

て いるだ ろ うか。

あなたは， 自分が幸福で あると思 っ

て いるだ ろうか。 ある時， １人の若者

が 自分 の生活 に幸福を もた らす と考 え

た ことを全部書 き出 した。そ の若者 は

富，名声，栄誉，成功， そ して愛 とい

った ものを含 めていた。 それ は非常 に

長 い リス トで， その若者 はこれで全部

網羅 してい ると考 えた。だが年上 の友

人 に誇 らしげ にそれ を見せた時， その

友人 は次 のよ うに言 った。 「これ らの

中で最 も大切 な ものを書 き忘れて いる

ね。心 の平和だ よ。」そ の 時 この若者

は，友 人の言 った ことが いか に正 しい

か を理解 できなか った。

心 の平和，澄 んだ良心 はデ ビ ド・０・

マ ッケイ大管長が， しあわせ の第一条

件 としてよ く話 され た もので ある。 マ

ッケイ大管長 は言 ってお られ る。 「そ

の 日 １日最善 を尽 くし，だれ を も怒 ら

せず， だれを も傷 つけず，澄 んだ良心

を もって夜横 になる ことがで きた ら，

それはすばらしいことである。……以

上のことや数えきれない程の他の徳

条件がイエス 。キリス トの福音の中に

すべて包まれている。」 （「人はおのれ

のために知る」 ４５８ページ）

しあわせになる他のいくつかの条件

として，次のような能力が あ げ られ

る。それは，あなたが真実だと思うこ

とに従 う力，あなたの欲望や感情を抑

制する力，あなた自身のことを決定す

る力，他人をうらやまない力，祈りに

よって神と交わることができ，束縛か

ら自由であり，あなた自身を支配でき

る力，などである。

世界にとって祝福となるよう私を導

いて下さいという，両親に対する子供

の２番目の訴えは， しあわせにとって

かけがえのないものである。なぜな ら

それは同胞を助けるために自分を捨て

て奉仕するという個人の行動を求める

ものだか らである。

我々各自は，この世が問題で悩 まさ

れていることを承知 しなが ら，問題の

一部となるか解答を与える一部となる

かのいずれかであるという言葉を聞い

たことがあるであろう。もし，あなたが

解答を与える側であれば，世界にとっ

ては祝福となり，あなたの足跡に従っ

て子供を導 くことができる。世にとっ

て祝福となる人々は次のような事柄を

試みるであろう。ω助けの手をのべ，

（２）他人の権利を犯さず，（３｝神の律法 と

その土地の法律を守 り，（４圧 義のため

に立ち上って悪と戦い，（５｝他人と真理

を分けあい，神の賜物のうち最も大い

なるものは救いの計画であることをよ

く覚えるよう試みるであろう。

この道にそって我々自身の生活と子

供 らを導けるよう，心か らイエス ・キ

リス トのみ名により祈るものである。

アーメンｏ

〔１）ウ ィ リア ム ・ワー ズ ワー ス （１７７０－ １８５０）

英 国 の詩 人 。

（２｝ヘ ン リー ・ワー ド・ビー チ ャー （１８１３－ １８

８７） ア メ リカの プ ロ テ ス タ ン トの 牧 師 ，

編 集 者 。

〔３）ウ ィ リア ム ・ビー プ （１８７７－ １９６２） ア メ

リカ の 自然 主 義 者 ， 作 家 。

４２５
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今年 の ４月 の総 大会のあ と，誠実 で

敬慶 なキ リス ト教徒 であ る １人 の紳士

が次 のような ことを書 いた。 「神 があ

なたがた と， あなたがたの素晴 らしい

仕事を祝福 して下 さるように。我 々は

サ タンを排斥す ることに失 敗 してい る

が， あな たがたの教 会はサ タンを排斥

で きるよ うにと願 ってい る。」

不幸 にも，我々は 自らの教会，一 層

適切 な言葉で言えば主 の教 会か らサ タ

ンを完全 に追い払 ってはいない。我 々

が皆正 しい生 活に よって， 自身 をサ タ

ンとその手下 の力か ら守 ってい るとは

言 えない。

私 は，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教

会が， この人生 に あって，霊 的で，立

派で，価 値 ある， 良 きことすべ てに と

って，最 後 の避け所 とな ることを心 か

ら証す る。

この言 明が真実であ るとの証 明は，

我 々全教 会員が模範 と良 きわざを示 す

ことにかか ってい る。

主 は末 の日にサ タンが 自分 の領域 の

上に力を振うであろうと警告しておら

れる。 （教義と聖約 １：３５参照）今 日

殺人や違法行為，道徳的退廃の増大が

見 られるように，主が戒められた状態

がはびこっている。かつて聖なるもの

と称 されたあらゆる標準が，不可知論

者，無神論者，破壊者，過激派による

不敬の念におされて崩壊 しつつある。

悪を企てる人々は，麻薬や アル コ ー

ル，売春，ポルノ （狼せつな文学や映

画等）を商売に し，また人 生 の 道 徳

的，倫理的，霊的価値を破壊するにも

かかわ らず，不正直なた くらみを企て

富を得ている。

サタンを縛 りつけてお くことのでき

る唯一の方法は，人がサタンの誘惑を

振り切って悪を打ち捨て，主の前に正

しく注意 して歩むことにある。 （１テ

モテ６：５－ ７参照）

サタンとその手先は，絶えず我々の

霊的守りの弱い個所をうかがっており

弱さを見出すと，あらゆる力と計略を

用いてその弱 さを攻めたて，我々の霊

に浸入 して破壊 しようとする。

確かに， もし人々の罪が増 し加わり

続 け， この世に悪が満ちるなら，神の

大いなるさばきは地上の悪 しき人々に

注がれるであろう。我々が神のみ守 り

を望める唯一の方法は，いたるところ

の人々の心に正義と謙遜さを打ち建て

ることにある。主は聖徒 らを支配 し，

その真中にありてこれを統治せんと約

束 しておられる。 （教 義 と聖 約 １：

３６参照）聖徒としての生活 を送 る に

は，真の勇気と目的が必要である。

神のみ言葉をもち，それを理解する

なら，教会員はだれであっても，決 して

悪の誘惑に打ち負か され る こ とは な

い。我々は皆，正 しく教えられている

のだが，ただ教えられた通 り生活 しな

いのである。神の戒めを守るのに失敗

することか ら，いかに多 くの人々が，

生活や家庭の中へ，神殿，聖餐会，そ

の他の教会の集会へ悪を伴ってきてい

ることだろうか。我々の前には聖典が

あり生涯を通 じ我々のあらゆる活動を

４２６
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教え導いて くれる神の生ける予言者が

いる。主は我々が世の人と異なるよう

に期待 しておられる。主にとって我々

は特別な民である。そこで我々は行な

いや振舞いで神の戒めに忠実であると

証拠立てなければならない。

しばらく前のこと，教会員ではない

が，全米で著名なあるスカウ トの指導

者がソル トレーク市を訪れ，教会のス

カウトプログラム関係者た ち と会 っ

た。彼は，教会が少年たちの利益のた

めにスカウ トプログラムを使用 してい

るその素晴 らしい方法を論評 して，次

のように語った。 「……私はこの教会

が世界を救 うだろうと信 じる。……こ

れは大胆な言明か もしれない……が し

か し，そのことは真実であり，私はあ

なたがたが自分の責任をいつ も心に留

め られるようにと望んでいる。」

私はこの言葉を引用するのに， この

友人にあてて許 しを求める手紙を書い

た。 この友人は私の願いを聞き入れて

くれ次のように書いてきた。 「手紙の

蟹

世 を 救 う 責 任

十二使徒評議員会会員

デ ル バ ー ト ・Ｌ ・ス テ ィプ レー 長 老

中であなたがふれ られた私の言葉に対

し，私の心は今も変わ りがないと喜ん

で申し上げたい。実際，この言葉が適

切 と思われるならどこでで もお使いに

なるように。私はそのことを光栄に思

います。あなたやあなたの 同 僚 た ち

は，偉大な仕事をなしています。それ

を続 けて下さい。」

この友人は，教会と教会員に対 し，

なんと素晴 らしいそ して高適な見解を

持っていることだろうか。

私は，もし教会員が神の聖徒 として

あるべき生活を送るな ら，この末日聖

徒イエス ・キリス ト教会が世界を救 え

ると信 じる。我々が福音の原則を生活

に取 り入れる時，確かにだれかが我々

の行為を見守 り，我 々について，また教

会の霊的価値について，好意的な見方

を広めて くれるのである。福音に対す

る忠実さが，我々が教える教義に意義

をもた らすのである。救い主はこのこ

とを強調 して次のように言 っておられ

る。 「あなたがたの光を入々の前に輝

か し，そして，人々があなたがたのよ

いおこないを見て，天にいますあなた

がたの父をあがめるようにしなさい」

（マタイ５ ：１６）

世を救 うとは大きな責任である。こ

の責任は単に教会の指導者にのみ課せ

られているものではな く，会員 １人 １

人にも同様に課せられている。キリス

トのまことの福音はこの世の希望であ

る。 これこそ，民族 と民族，国民 と国

民を結びつけ，今日人類を分けている

障壁を打ちこわす何よりの計 画 で あ

る。人類が，神とその御子である救い

主を忘れては，平和で安全に暮 らす こ

とができないと歴史は証明している。

個人も，民族 も，神の戒めに逆 らって，

神と和合することはできない。今 日，

世界の多 くの地で，礼儀や，神 と人の

律法への忠実さなど，今まで確立 され

てきた秩序に対 し，むほんが公然と行

なわれている。

教会の会員として，世を救 うことに

向かって我々は何をしてい るだ ろ う

か。まず第一に，戒めを守って生活 し

なければならない。自分と他人に対 し

正直であらねばならない。道徳的に清

く，二重の道徳標準をもって生活 して

はな らない。二重人格であってはなら

ない。すなわち，日曜日の自分 と，他

の週日６日間の自分とがあってはなら

ない。

ある最近の改宗者が手紙を くれた。

その中で この改宗者は，モルモンの宗

教が，あたかも 「さわやかな空気を吸

う」のに似ていることを発見 したと述

べ，以前の教会を去って この末日聖徒

イエス ・キリス ト教会に加わった理由

を ８つあげていた。私はその８つの理

由をあげ，各項 目に簡単に注釈を加え

たいと思う。

１．健全な家族生活。友人，仲間，

学校，職業，社会生活よりも，家庭は

人の態度，目的を決定するのに一層影

響がある。青年にとっては初めての重

要な訓練の場である。理想的な末日聖

徒の家庭とは，信頼，平和，連帯関係

や幸福が維持 されて高い標準が見 られ

る家庭である。

２．自立心と責任。すべての会員は

生まれ落ちるときから死ぬまで， 自立

心と責任を教えられる。永遠の生命を

得るのは個人の責任 によるのである。

３．道徳的 ・肉体的修練。使徒パゥ

ロはガラテヤの聖徒たちに次のように

勧めた。 「肉の働きは明白である。す

なわち，不品行，汚れ，好色，…ねた

み，泥酔，… しか し御霊の実は，愛，
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喜 び，平和，寛容，慈愛，善意，忠実

であ る。」（ガ ラテヤ ５ ：１９，２１－２２）

デ ビ ド・０ ・マ ッケイ大管長 は，精

神 を統御す るには， 自己統御， 自己訓

練 ， 自制が なければな らない と常 に語

った。

ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス大管長 は言 っ

た。 「人は誰 で もおのれを支配で きな

い限 り安全ではない。欲望 や感情 を統

御で きない程無 慈悲 で恐 ろ しい暴君 は

ない 。」 （福音の教義 ）

救い主は警告 してお られ る。 「誘惑

に陥 らない ように， 目を さま して祈 っ

て いな さい。心 は熱 してい るが， 肉体

が弱い ので ある。」 （マタイ２６：４１）

４．両親 に対す る子供 の従順 さ。使

徒 パウロは， エベソ人の若者 に次 のよ

うに勧 めた。 「子た る者 よ。主 に あっ

て両親 に従 いなさい。 これは正 しい こ

とで ある。 「あなた の父 と 母 と を 敬

え。』 これが第一 の戒 めであ っ て，次

の約束が それにつ いて いる， 「そ うす

れば， あなたは幸福 にな り，地上で な

が く生 きなが らえるであろ う」 （エペ

ソ６ ：１－ ３）

またヘブルの聖徒 らにキ リス トの こ

とを次のよ うに語 った。 「彼 は御子で

あられたに もかかわ らず， さまざまの

苦 しみに よって従順 を学 ばれた。」（ヘ

ブル ５ ：８）

天父に対す る従順 さは地上 の両親 に

対す るそれよ りもは るか高 い ものを求

め られ る。従順 は，天 父の子供 と して

の我々会員に天 父の律法 と戒 めに従順

であ るよ う，その義務 を負 わせ る。

５． すべての ことに完 全であ り，卓

越 しようと努め る。福音 は聖徒 を完全

にす るための ものであ る。救 い主 は勧

めてお られ る。 「それだか ら， あなた

がたの天の父が完全 であ られるよ うに

あなたがた も完 全な者 とな りなさい。」

（マタイ ５ ：４８）

イエスは弟子 たちに次 のよ うに尋 ね

られた。 「…汝 らはいかな る人物 にて

あるべ きか…」 イエスは自分 で これ に

答 え られ， 「…ま ことに汝 らはわれ と

同 じ人物 な らざ るべ か らず」 と言 われ

た。 （皿ニー ファイ２７：２７） ／ｆエスは

全 く完 全な生活 をされ， イエスに従 う

４２８

者 たちに 「われ にな らいて，汝 らの見

たるわれ の行 いを汝 らもせ よ」 （丑ニ

ー ファイ３１：１２） と励 ま し て お られ

るっ

６．純潔 と結婚 の誓約 の遵守。新 し

い ミスア メリカの ラウ ラ・リー・シェー

ファーが初 の公式記者会見で，質問 に

対 し勇気 あ る回答 を した。 その内容を

読 む と励 ま される ものが ある。彼女 は

こう言 ってい る。 「私 は婚前交渉 に反

対 で，それが正 しい とは信 じて いませ

ん。 マリファナを用 い ることは重度 の

麻薬 常用者 になる と感 じて います し，

また堕胎 は違法で あ ると感 じ て い ま

す。」彼女 はさ らに続 けた。「私 は典型

的な女子学生 ではあ りませ ん。で も私

の同輩 も，大多数 の若 い人 たち も私 と

同 じよ うに感 じている と思 い ま す 。」

彼女 の標準 はアメ リカの若者 にとって

なん とす ぐれ た模範で あろ うか。

不貞 は結婚 の誓約を 冒漬す るもので

あ り， きわめて しば しば離婚を もた ら

す結果 とな る。離婚 は子供を除 々にそ

こない， よ く麻薬使用や不品行，そ の

他 の罪 あ る行 ないに走 らせ，教会の集

会 や活動へ の参加を不活発 にす る。 も

し， すべ ての夫婦が結婚 の誓約を誠実

に守 るな ら，今 日の世界 の問題や悲哀
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は少 な くなるで あろう。 も し両親 が愛

と信頼 と永遠 の家族の 目標 を模範 によ

って示すな ら，子供 たちは， 自然 に結

婚 を神聖 で確 実な もの と期待す るよ う

になる。

７。教育で の高 い標準。我 々は次 の

よ うに教 え られて いる。 「神の栄光は

英智 な り。す なわ ち光明 と真理な り。」

（教義 と聖約９３：３６）主は勧めてお ら

れ る。 「そは，必ず しもすべての人信

仰な きが故 に，汝 ら努めて求 め，互い

に智恵あ る言葉 を教 うべ し。 然 り，汝

ら最 も善 き書 より智恵あ る言葉 を探 し

求め よ。 また正に研 究 と信仰 とによ り

て学問を求 むべ し。」 （教義 と聖約８８：

１１８）

また次のよ うに教 えてお られる。

「およそ
， われ らの この世 に於 て達す

る英智の一切 は，何 にて もよみが え り

の時われ らと共 によみが えるべ し。 さ

れば もしあ る人 あ りて，精励従順 によ

りこの世 に於 て他 の人 よ りも一層勝れ

灘
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たる知識と英智 とを得ば，未来の世に

於てそれだけ利を得べ し。」（教義 と聖

約 ！３０：１８－１９）

８。 「最後になったがなお最小でな

いものは，常識である」 とこの改宗者

は語 っている。 「常識は誰弁をろうす

ることもな く，特別な知識を持ち合わ

せな くとも，みる人の能力を示 してく

れ る。常識は判断するのに，健全です

ぐれた，実際的な意識なのである。だ

れでもがほどよい常識をち持合わせて

いる。ただその常識を用いるか どうか

が問題なのであって，物事を性急に果

たそうとする代わ りに， じっくりと常

識をもって考えることである。

以上 ８つの意味深長で大切な理由は

我々皆が心に留め，個人的生活の中で

従 うべき良き要点を示 している。

福音のみが，道徳的霊的行為の規範

にそって生活する人々を励まして くれ

る。我々が，この世の生 き方を捨て，

神の戒めを忠実に守ろうとする時に，

犠牲で失 うものは何もない。このよう

に，この世の生涯でふさわしくあるこ

とは，この世を去った後天父の日の栄

光の住居に入 る資格が与えられ ること

である。 これ以上に栄えある満足すべ

き報いがあるだろうか。

予言者 リーハイは，エルサレムの滅

亡を警告 されて， 自分の家族 と幾人か

を伴い， この聖なる都を立ち去った。

荒野で３日旅をした後，紅海に流れ注

いでいる１つの川のほとりにある谷で

野宿 した。（１ニーファイ２ ：６参照）

道々， リーハイは２人の年上のむすこ

に逆 らわれて大きな悩みを経験 した。

リーハイは流れゆ く川のことを考えな

が ら強 く感 じて，長男のレーマンに向

い次のように言 った。 「この川がたえ

ず流れて海に入るように，汝もたえ間

な くあらゆる義 しさの海に流れこんで

くれるように。」（１ニ ー フ ァイ２ ：

９）

多 くの川が，山腹からほとばしり出

る清 らかで水晶のように透明な水の源

泉にその源を発 している。水が海に向

け流れてゆくにしたがって，支流が本

流に交わってゆく。この支流のあるも

のは，清 らかな源で始まった本流を汚

濁 し汚染 してしまう。やがてその川が

海に達するまでには，汚染が全体の流

れをおおって しまう。

我 らの人生 もこの急流にいかによく

表現されることだろうか。主はあらゆ

る人の霊は，初 めには罪のないもので

あったこと，また神が人を堕落から瞭

って下 さったので，人々は再び幼児の

状態になり，神の前に罪のない者 とさ

れ ることを啓 示 された。 （教義 と聖 約

９３：３８参照） この言葉 を心 に留 め るな

ら，なぜ救 い主 が次 のよ うに語 られた

かを理解 で きるのである。 「心 をいれ

かえて幼 な子 のよ うにな らなけれ ば，

天 国にはい ることはできな い で あ ろ

う。」 （マタノｆ１８：３）

子供が責任 を とれる年令 に達す る時

に主 は警告 してお られ る。 「か の悪魔

来 りて，不従順 によ り， また先祖 の言

伝 えによ りて人 の子 らよ り光明 と真理

を取 り去 りぬ 。」 （教義 と聖約９３：３９）

この啓示か ら， この世 に生 まれたば

か りの時 は，すべて の人が神 のみ前 に

罪 のない者で あり， あたか も川の流 れ

の源 のように清 く，純 粋であ ることを

学ぶ。汚れた支流が本流に 注 ぐ よ う

に，我々の生 活 も害悪 とい う支流 が流

れ こむのを許 すな ら，汚 されて しま う。

我々は これ ら悪 の支流 に関心 を寄せ，

我々の身 をそれか ら守 らね ば な ら な

い。罪悪 は決 して幸福 を生 じた ことは

な く （アルマ ４１：１０を参照 の こと），

その反対 に人 を弱 め るもので あ る。罪

悪 は良心 を破壊 し，遂 には人の霊的生

活 を台無 しに して しま う。両親か ら正

しく教 え られず，正 しく訓練 されない

子供 は，悪 の誘惑 に負 けやす く， この

世で もまた永遠 にわた って も， その生

涯を汚 し，滅 ぼ して しまう。汚 れのあ

るものは神のみ前 に立 ち帰 ることがで

きない。 人は悪の道 に従 って勝利 を収

めることはで きない。 この ことを早 く

か ら学べば学ぶ程 ，我 々の生涯 は報 わ

れ，実 りあ るもの とな る。

我 々皆 が，神 の戒 めを固 く， しっか

りと，不動 の気持 で守れ るよ う， また

か くして教会 をサ タンの手か ら守れ る

よ うに心か ら祈 る ものである。

この方 向に向か って努力す る と表明

す る時に，教 え ることに対 し価値 ある

模範 であ らね ばな らない。友人や親交

ある人 々 と福音 の知識を分 けあい，我

々が従事 して いる業の神聖 さを証す る

ことに熱心 に携わ ろうではないか。神

が その ことに祝福を賜わ るようイエ ス

・キ リス トのみ名 によって祈 り奉 る。

アーメンｏ
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ハ ワイ神殿訪 問に

参加 して

東京ステーキ部第 ２ワー ド部 小 林 重 次

ハワイ神殿訪問に参加し，主の導 きと祝福を感ずることが

できましたことを心から感謝 しております。

私が神殿に行きたいと強 く感 じたのは，神殿訪問が計画さ

れて間もなくの頃でした。 これまでにどれほど多 くの聖徒た

ちが神殿にもうで，涙を浮かべなが ら主への証を述べたこと

でしょう。家庭の問題 仕事の問題など多 くの苦 しみを背負

いなが らも彼 らが神殿に入る姿を見，私は今年は必ず参加し

ようと決心 しました。もし今年参加できなければ来年はもっ

とむずか しくなると思ったからです。

私は家族に福音の光を与えたいと思 うごとで悩みました。

教会が近 くにな く，まだ福音を進んで迎えることができない

家族に何か影響を与えたい，バプテスマを受けてか ら毎日こ

のことを考えました。伝道に出たいことを話 した時に，人の

ために尽 くす ことができるのであればやりなさいと言 って く

れた父母。それにもかかわ らず多 くの問題のために専任宣教

師として伝道に出ることを断念 した私。伝道の意味について

深 く考え悩んだのはこの時でした。私にとっての伝道とは何

か，そのために私は何をすることができるのか。断食を続け

毎 日主に祈 りました。最初主に方法を願い求めている自分に

気づき， これではいけないと思い，よく考えて自分で方法を

見出し，主にそれが正 しいかどうかを問うように しま した。

そんなある日，祈りの際中に体の中に強 く燃えるものを感ず

ることができま した。それは福音についての証を強 くもたな

ければならないということで した。で もそれには多 くの方法

があります。神殿訪問のことを耳にしたのはその時で した。

ぜひ参加 したい，そこで得 られるすべてを自分のものに した

い，そう思いました。 しか し具体的に何を得ようとしている

のかを自分自身で見出す ことができたのは，実際に神殿の儀

式を受けた時で した。私の心にふとモルモン経の中でニーフ

ァイが語った 「私は主が命 じたもうたことを行 って行 う。私

は，主が命 じたもうことには，人がそれを為 しとげるために

前以てある方法が備えてあり，それでなくては，主は何の命

令も人に下 したまわないことを承知 しているか らである」と

いう言葉が浮かんできました。主のみ言葉を従順に行なう時

に道は開かれ，必要なものは示 し与えられるのです。私はす

べてを主にゆだねました。すると不思議に神殿内で話 されて

いることがよく理解でき，自分のものとすることができまし

た。また死者のバプテスマの時にはこの世を去った多 くの兄

弟たちのバプテスマを施 し，自分自身彼 らの力を感 じたこと

をおぼえています。それはまるで死者が身代りの兄弟を通 し

てバプテスマの順番を待っているようで した。この儀式を通

して，私は多 くの死者の霊の心を知ることができたと思って

います。本当に心か ら感謝致 しました。神殿訪問をした聖徒

への祝福は何と大いなるもので しょうか。神殿の儀式を行な

わなければ死者は救われません。主の予言者が語 る言葉に忠

実に耳を傾けてそれを行なうならば，すべての聖徒たちは神

殿訪問の機会に恵まれ，主の祝福を享受するに違いありませ

ん。

神殿訪問で受けたもう１つの祝福は，人の愛で した。主の

愛は私にとって偉大なものです。 しか し私にとって，私を導

き励まして くれた人々の愛も忘れることはできません。多 く

のハワイの聖徒たちの奉仕には目を見張 るものが あ り ま し

た。ある神殿職員の方は，セッションが朝の７時か ら計画さ

れていたために，朝 ４時頃起きてホノルルか ら車で神殿に来

て下 さいました。 １回４時間のセッションのために自らをよ

く高め， この業に励んで下さった人々に心より感謝 していま

す。私はハワイ神殿に来て，本当に純粋な人の愛を感じま し

た。お世話になった家庭においてもこの感情は変わりません

で した。よく言われる 「モルモンは １つ」 という言葉は真実

だと思いました。また空港に見送 りに来てくれたたくさんの

人々が私たちに涙 さえ浮かべなが ら最後まで愛を示 して下さ

ったのを見て，やはり神殿に来て良かったという気持を一層

強 く持つことができました。今度行 く時にはきっと愛する人

と共に今 も永世にもわたる永遠の結び固めの儀式をしたいと

思っています。

神殿訪問におけるこれ らの祝福を主 に心から感謝 していま

す。私は今ステーキ部宣教師に召されております。神殿訪問

を通 じて得たこの証をもって多 くの人々に伝道 したいと思い

ます。すべてをイエス ・キリス トのみ名によって証 します。

アーメン。
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日 本 伝 道 部

大 会 ， 大 会 ， 大 会 ．．．．

７月中 には， ３つの地方部大会が 開かれま した。 まず最初 に

松本で西地方部 の中央地区大会 が ８日と９日に， 同 じく西地方

部の東海 地区大会 が１５日と１６日に， そ して東地方部大会が高崎

の群 馬支部で２２日と２３日に， それぞれ，地方部 の役員 また支部

の会員 の良 き計画，準備，指導 の もとに，Ｍ ＩＡ ， 一般大会

と， とどこお りな く行 なわれま した。

松本 と静 岡の一般大会で は， プ ライマ リーと日曜学校が テー

マとして とり上げ られ，特 に，若 い うちに福音を学び，身 につ

け ることの大切 さにつ いて，子供や教師，役員， お母 さんた ち

の強 い証 を聞 きま した。

Ｍ ＩＡ は， ロー ドシ ョウで， 甲府，松本，長野，浜松，静 岡

等 の支部が，常 日頃 の練習 の成果を披露 しま した。

熱心に話に聞きいる兄弟姉妹たち （松本支部）東地方部の一般大会 は
，神 殿訪 問をむかえて，系 図 と神殿 を

テーマに，系図を探求す ることの重要性 と，実際の体験 ，神殿 の儀式 の意義 と， それ らが救 いの計画 にお いて 占める意 味 につ

いて，多 くの指導者 の証 と話 を聞 きま した。東地 方部のＭ ＩＡ

はスポーツで， ３ブロ ックで予選を勝 ち抜 いた選抜 の支部 の間

で優勝戦が行 なわれ，次 のような結果 にな りま した。

種 目 優勝チーム ブ ロ ッ ク

飛頃 一｝

好 群 馬 両毛 （羅 『前羅生・足利・）

男副 ・ 立 ｉ常盤 （臨 いわき・水戸）

鷺 閣 鷲陣　　
卓 球 総 合 宇都釧 両毛

雨の中，熱戦をくりかえすバスケットボール

の話 とコー ラスを聞 く機会が あ りま した。上 の女 の子 ３人， ナ

ン， ジ ョイそれ にフェイは，両親 も顔負 けす るよ うな流 ち ょう

な 日本語で， また下 の ２人 の男 の子，ベ ンとタ ッ ドは，や はり

日本語 でプライマ リーの歌 を歌 って くれ ま した。大会の参加支

部 と人数 は次の通 りです。

西地方部

東地方部

中央地区 ：長野，松本，諏訪 ，甲府

東海：地区 ：浜松，静 岡，富士，沼津，小田原

新潟，三条，長 岡，宇都 宮，桐生 ，足利

群 馬，前橋 ， 日立， いわ き，水戸

１５７名

１７０名

なお， このスポーツ大会 を通 して約１０名の新 しい会員が生 ま

れま した。これか らのそれぞれの支部 におけ る活躍 を祈 ります 。

この ３つの大会 において，私た ちは初めて アポ家 の子供 た ち

彪

３１５磯

なお， ８月の ７日か ら１３日は，支部結成 １周年 を記念 して宇

都 宮の支部大会が開かれ，偉 大な伝道者，予言者， アルマニ世

の息子 ヒラマンに対 す る勧告 「わが子 よ，忘れず に青年 の時知

恵 を得 よ。……」 （アルマ書３７：３５～３７） のテーマの もとに， ２

日間の合宿勉強会 も含 めて，有意義 な １週間 を過 ご しま した。

中 田支部長 は １年前 １３人で出発 した支部が今で は聖 餐会出席 平

均３０数名， また１３人 の うち１２人が活発 に支部で活躍 してい ると

報 告 しま した。 一

、
鐘

ヒ

薩 ；∵ ・
証 す る アポ 伝 道 ｝

部 長 の 子 供 た ち 、

左 端 ジ ョイ ， 右 画
．為、

上 フ ェイ と ナ ン

臨 「

慈

凝鱒

、梅 、

アポ姉妹と一緒に元気に歌を発表する

タッド （手前）ベン （後）
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籔．マ

盛駄

日 本 中 央 伝 道 部

ｚ
ノ

灘 ∫議滅

涙ながらに証する清水伝道部長

名古屋支部 コーラス

地方部補助組織会長召される

北陸の会員たち

モルモンらしさを熱心に説 く清水姉妹

７月 地 方 部 大 会 ハ イ ラ イ ト

北陸，大阪，中部，中国四国の順で開かれたこの地方部大

会で，私たちは各地方部の急速な発展を目のあたりにす るこ

とができた。北陸地方部大会では補助組織の会長が召され，

月例の合同支部長会も計画 されている。一方大阪地方部大会

では約 ８００名の大会参加者があり，地方部の組織 も完備 し，

ステーキ部への足がかりをつかんだようである。特に土曜 日

の夜は地方部長会 と各支部長 との合宿が行なわれ，ステーキ

部への発展を目前にして会員 １人 ！人の問題から将来起 こり

得 るさまざまな問題まで話 し合われた。各支部会員の一層の

活躍 と地方部役員の指導力の向上は急務である。また中部地

方部大会では， この地方部大会においてはめず らしい１２名も

のメルケゼデク神権者が誕生 した。支部長会，地方部長会の

指導によるものと思われ る。

なおユ０月大会は新築の名古屋支部礼拝堂 において開催され

る予定である。

中 国 東 地 方 部 と 四 国 地 方 部 組 織 さ る

この７月大会の最大のハイライ トは旧中国四国地方部の発

展であった。 １月に組織 されたこの地方部は， ６ヵ月のうち

に中国東地方部 と四国地方部に発展的に分割。再組織された

この地方部の発展は大会の雰囲気で証明された。土曜日のＭ

ＩＡ大会では食事 も用意され，会場内は超満員で冷房も効果

のないほど熱気にあふれていた。夜は１５０名にも余る会員が

栗林ユースホステルにあふれ，寝る場所のない神権者も出た

ほどである。 日曜 日は朝 ５時３０分に起床， ７時より指導者会

が もたれた。１１時か らの一般大会では会場は３００名近い会員

で超満員となり，伝道部長か ら宣教師に席を会員に譲るよう

にとの指示があり，宣教師は喜んで この命に従っていた。

ここで伝道部長会より中国四国地方部を中国東地方部 と四

国地方部に再組織するとの提案があり，会員はざわめきのう

ちに全員一致で これをを支持 し，四国地方部長に内山雅亘兄

弟，中国東地方部長に新谷国昭兄弟が召された。近い将来，山

陽新幹線の主要駅沿いに，また中国地方の主要都市ならびに

四国地方の都市に支部設置の予定があり， 日本政府に先がけ

て日本列島の霊的大改造が行なわれようとしている。歴史の

大きな流れの中で主のみ手は広がりつつある。

青春 コーラス （中国四国地方部）

擬似ファイヤをかこんで

あわおどり？

会場埋めつ くした会員 （大阪地方部） 神権会に集まった会員 （大阪地方部）
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日本西部伝道部

改
出
刀 く ． と 証

長崎支部 田 崎 徹

生前家族 と一緒 に，賢 ち ゃん （右下）

「ジンキー長老はどこ？亀井長老は？」 これは私共

の長男，賢が手術室へ運ばれて行 く時言った最後の言

葉です。賢は生まれた時か ら先天性の心臓病，ファロ

ー氏四徴症 という病気で した。今年 ３月２３日夕食後に

発作に襲われ，右半身が麻痺 し，右手右足，右顔面が

利かな くなり，言葉 も不 自由になりました。 自宅にレ

ッスンに見えてお られた上記の宣教師は毎 日のように

遠い病院にお見舞いに来て下 さいました。時間がない

時でも，無理 して ５分間だけでもと子供を励ましに来

て下 さいました。お二人の親切な慈愛にあふれる訪問

に子供はいつも明るく，重い病気にもかかわらず毎 日

を楽 しく過 ごしていました。そ してベ ッドのかたわら

では私共両親が レッスンを受ける日が続きました。そ

の間子供は高熱が出て病状は一向によくな らず，なか

なか手術を受けられる状態にな りませんで した。

ある日，長老たちが灌油の儀式を施 して下 さるとの

話がありました。私はその効果には半信半疑で した。

ところがこの儀式の直後，それまで４０度近 くあった熱

が嘘のように平熱に下がりました。 しか し，それでも

私は， これはたまたま熱が下がる時が来た時に灌油の

儀式が偶然重なったまでのことだと思いました。

数日後，また熱が高 くなりました。病院ではいろい

ろな薬を使 って熱を下げるよう努力がなされましたが

効果がありません。そこで再度， ２人の宣教師がオ リ

ーブ油によって癒 しの儀式を行ないました。すると，

確かに熱が下 が り．ま した。私 の考 えは変わ りま した。

そこに何かがあ ると角職 ）ました。私共 は前 よ りも身を

入れて レ ッスンを受 けちよ うにな りま した。妻 も一生

懸命に勉強 じ，＝やがて ５月１４日長崎支部 でバ プテスマ

を受 ける ことがで きま した。

賢 は手術の翌朝，私共両親 の願 い も空 しくこの世 を

去 りま した。 ４才 ９か月 で した。 ３カ月 間の入 院中，

多 くの兄弟姉妹 よ り励 ま しの訪 問を受けて，本 人は一

度 もさび しい思いを味わい ませ んで した。皆様 の ご厚

意 と強 い信仰 に私た ち夫婦 は強 く心を打 たれ ま した。

ち りはもとのよ うに土 に帰 り

霊 はこれを授 けた神に帰 る。

（伝道 の書１２：７）

愛 す る子供 との死 による別れ は， 肉の苦 しみ と して

は耐 え難 い ものがあ ります が，彼 が今や命を授 けた も

うた天父 のみも とにあ ることを思 えば， この世 におい

て心配 すべ きは，世 を去 った子の こ とよ り，む しろこ

れか ら幾 多の試 しと忍耐 を要す る人生を送 る私た ち残

された者 の方 であ って，罪 な く清 く日の栄 の王国にあ

る子 に再 び会 え るよ う努力 を続 ける必要 のある私の方

こそ安心 してい られ ない問題 があるのです。

私は この経験 を通 して，神 が生 きて お られ， この教

会が真 実の教 会であ ることを証 する ことがで きます。

賢 は，、私た ち両親 を導 いて くれ た偉大 な宣教師 だ った

のです。

ト 、
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